
 

４ 調査結果                                   

人権についての意識 
 

問１ 人権に関する次の①～③について，あなたのお考えに最も近いのはどれですか。 
（○はそれぞれ１つ） 

 

 

 

 

 

 

N=1225

16.7%

12.7%

34.8%

26.4%

26.5%

29.5%

13.0%

21.1%

5.7%

7.7%11.8%

78.4% 4.2%

1.1%1.1%

3.5%

3.3%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

③人権は，一部の人の問題ではなく，

　すべての市民の問題である　　　　

②数年前と比べて市民の人権への，,,

   関心は高くなってきている              

①今の社会では，個人の考え方や    

   生き方は大切にされている           

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 不明・無回答

 

 

 

 

「今の社会では，個人の考え方や生き方は大切にされている」かどうかについて，「そう

思う」（11.8％）と「ややそう思う」（26.4％）を合わせると，約４割の人（38.2％）が

肯定的に感じている。一方，否定的に感じている人も約３割（28.8％）となっている。 

 

「数年前と比べて市民の人権への関心は高くなってきている」かどうかについて，「そう

思う」（16.7％）と「ややそう思う」（34.8％）を合わせると，過半数の人（51.5%）が

高くなってきていると感じている。 

 

「人権は，一部の人の問題ではなく，すべての市民の問題である」かどうかについて，「そ

う思う」（78.4％）と「ややそう思う」（12.7％）を合わせると，９割を超える人（91.1％）

がすべての市民の問題であると考えている。 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別  

① 今の社会では，個人の考え方や生き方は大切にされている 
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70歳以上 N=234

60歳代 N=238

50歳代 N=238

40歳代 N=178

30歳代 N=189

20歳代 N=135

女性 N=677

男性 N=532

全体 N=1225

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると，「個人の考え方や生き方は大切にされている」と感じている人は，男性で

は 44.0％，女性では 33.7％と，男性の方が 10 ポイント以上高くなっている。また，「ど

ちらともいえない」は，女性の方が 10 ポイント以上高くなっている。 

 

年齢別でみると，「個人の考え方や生き方は大切にされている」と感じている人は，最も

高い 70 歳以上では 47.9％となっているのに対して，20 歳代では 32.6％と 15 ポイント

近くの差が見られる。また，60 歳代以上では否定的に感じている人の割合が低くなってい

る。 

 

 

 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別  

② 数年前と比べて市民の人権への関心は高くなってきている 
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そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると，「市民の人権への関心は高くなってきている」と感じている人は，男性で

は 49.3％，女性では 53.2％と，女性の方が少し高くなっている。 

 

年齢別でみると，年齢が高いほど「市民の人権への関心は高くなってきている」と感じて

いる人の割合が高くなる傾向が見られ，最も高い 70 歳以上では 65.0％となっているのに

対して，20 歳代では 36.3％と，30 ポイント近くもの差が見られる。 
 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別  

③ 人権は，一部の人の問題ではなく，すべての市民の問題である 
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0.6%
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40歳代 N=178
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20歳代 N=135
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男性 N=532

全体 N=1225

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

性別でみると，「人権はすべての市民の問題である」と考えている人は，男性では 91.0％，

女性では 91.6％と，ほぼ同率となっている。 

 

年齢別でみると，「人権はすべての市民の問題である」と考えている人は，20 歳代から

60 歳代では９割を超えている。 
 

 



 

人権啓発事業等への参加・関心 
 

問２ 人権についての催しへの参加回数や，市民しんぶん等の記事への関心についてお尋ねします。 

 

① 市役所・区役所・学校で行われる講演会や研修会に（○は１つ） 
 
 

N=1225

３～５回参加した

5.3%

１～２回参加した

17.8%

６回以上参加した

2.4%
参加したことがない

73.1%

不明・無回答

1.4%

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「１～2 回参加した」が 17.8％，「３～５回参加した」が 5.3％，「６回以上参加した」

が 2.4％と，参加したことがある人は，合わせて 25.5％となっている。また，「参加したこ

とがない」（73.1％）は７割を超えている。 

なお，前回の調査とは質問文が異なるため単純な比較はできないものの，参加したことが

ある人の割合は高くなっている。 

 

 

考  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参

前回（平成 12 年調査）  

『市役所・区役所や学校で行われる市民や保護者対象の講演会や研修会』※ 
N=3620

３～５回参加した
4.0%

１～２回参加した
12.8%

６回以上参加した
2.8%

参加したことがない

76.6%

不明・無回答
3.9%

  

 

※今回調査の質問文と若干の相違がある。 



 

 

 

 
 性別・年齢別  
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１～２回参加した ３～５回参加した ６回以上参加した 参加したことがない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

性別でみると，市役所などで行われる講演会や研修会に参加したことがある人は，男性で

は 21.2％，女性では 28.9％と，女性の方が高くなっている。 

 

年齢別でみると，市役所などで行われる講演会や研修会に参加したことがある人は，20

歳代，30 歳代，70 歳以上では 10％台となっているが，40 歳代から 60 歳代では 30％

を超えるなど，参加率が比較的高くなっている。 
 



 

 

 
② 学校の授業や学級活動，特別活動での人権教育を（○は１つ） 

 
 

N=1225

ときどき受けた

36.2%

よく受けた

7.6%

あまり受けたことが
ない

26.8%

全く受けたことがない

27.6%

不明・無回答

1.9%

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
「よく受けた」が 7.6％，「ときどき受けた」が 36.2％で，これらを合わせると 43.8％

と４割を超えている。また，「あまり受けたことがない」が 26.8％，「全く受けたことがな

い」は 27.6％となっている。 

なお，前回の調査とは質問文・選択肢が異なるため単純な比較はできないものの，何らか

の形で人権教育を受けた経験のある人の割合は高くなっている。 

 

 

 考 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

参

前回（平成 12 年調査） 

『学校の授業やホームルーム，特別活動での同和教育や人権教育』※ 

N=3620

不明・無回答
5.3%

受けたことがない

44.8%

よく受けた
7.1%

受けたことがある

42.9%

 

※今回調査の質問文・選択肢と若干の相違がある。 



 

 

 

    
 性別・年齢別  
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全体 N=1225

よく受けた ときどき受けた あまり受けたことがない 全く受けたことがない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
性別でみると，学校での人権教育を「よく受けた」と「ときどき受けた」を合わせると，

男性では 41.9％，女性では 45.6％と，女性の方が少し高くなっている。 

 

年齢別でみると，学校での人権教育を「よく受けた」と「ときどき受けた」を合わせると，

年齢が低いほど高くなる傾向が見られ，最も高い 20 歳代では 82.3％となっているのに対

して，70 歳以上では 15.4％と，70 ポイント近くの非常に大きな差が見られる。 

また，「全く受けたことがない」については，20 歳代から 40 歳代では 10％以下である

のに対して，50 歳代では 20％台，60 歳代では 40％台，70 歳以上では 50％台と，年

齢により大きな差が見られる。 

 



 

 

 
③ 職場で行われる研修会に（○は１つ） 

 
 

N=1225

３～５回参加した

5.1%

１～２回参加した

12.7%

６回以上参加した

5.6%

参加したことがない

70.9%

不明・無回答

5.6%

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１～２回参加した」が 12.7％，「３～５回参加した」が 5.1％，「６回以上参加した」

が 5.6％と，参加したことがある人は，合わせて 23.4％となっている。また，「参加したこ

とがない」（70.9％）は７割を超えている。 

なお，前回の調査と比較すると，参加したことがある人の割合は少し高くなっている。 

 
 

 
考  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

参

前回（平成 12 年調査） 

『職場で行われる研修会』 
N=3620

３～５回参加した
3.6%

１～２回参加した
9.4%

６回以上参加した

5.7%

参加したことが
ない
72.0%

不明・無回答
9.3%



 

 

 

 
 性別・年齢別  
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１～２回参加した ３～５回参加した ６回以上参加した 参加したことがない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 
女 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると，職場で行われる研修会に参加したことがある人は，男性では 28.7％，女

性では 19.7％と，男性の方が 10 ポイント近く高くなっている。 

 

年齢別でみると，職場で行われる研修会に参加したことがある人は，30 歳代から 60 歳

代では 20％から 30％台となっているのに対して，20 歳代，70 歳以上では 10％台とな

っている。 

 



 

 

 

 
 職業別  

 

18.6%

11.9%

9.8%

15.4%

22.8%

12.7%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他 N=70

無職 N=236

主婦・主夫 N=315

学生 N=39

自由業・専門職 N=52

公務員・教員 N=57

企業(30人未満)職員・団体職員 

                                N=110

 企業(30人以上)職員 N=189

自営業 N=143

全体 N=1225

１～２回参加した ３～５回参加した ６回以上参加した 参加したことがない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

職業別でみると，職場で行われる研修会に参加したことがある人は，公務員・教員では

84.3％と非常に高い参加率となっている。次いで，企業（従業員 30 人以上）職員が 33.4％

となっている。 

 



 

 

  
④ 市民グループや民間団体（世界人権問題研究センター）などによる講演会や研修会に 

（○は１つ） 
 

 N=1225

３～５回参加した

2.4%

１～２回参加した

10.8%

６回以上参加した

2.0%

参加したことがない

83.1%

不明・無回答

1.6%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「１～２回参加した」が 10.8％，「３～５回参加した」が 2.4％，「６回以上参加した」

が 2.0％で，参加したことがある人は，合わせて 15.2％となっている。また，「参加したこ

とがない」（83.1％）は８割を超えている。 

なお，前回の調査とは質問文が異なるため単純な比較はできないものの，ほぼ同じような

内容となっている。 

 
 
 考 

 

 

 

 

 

 

 

参

N=3620

３～５回参加した

2.3%

１～２回参加した

11.1%

６回以上参加した

2.7%

参加したことが
ない
80.1%

不明・無回答
3.7%

前回（平成 12 年調査） 

 『民間団体や市民グループなどによる講演会や研修会』※  

 

※今回調査の質問文と若干の相違がある。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 性別・年齢別  
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2.5%

2.4%
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50歳代 N=238

40歳代 N=178

30歳代 N=189

20歳代 N=135

女性 N=677

男性 N=532

全体 N=1225

１～２回参加した ３～５回参加した ６回以上参加した 参加したことがない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
性別でみると，市民グループや民間団体による講演会や研修会に参加したことがある人は，

男性では 15.6％，女性では 15.2％と，ほぼ同率となっている。 

 

年齢別でみると，市民グループや民間団体による講演会や研修会に参加したことがある人

は，50 歳代，60 歳代では 20％台，40 歳代，70 歳以上では 10％台，20 歳代，30 歳

代では 10％以下となっている。 
 



 

 

 
⑤ 高齢者，障害のある人や外国人・外国籍市民などと交流する催しに（○は１つ） 

 

 
N=1225

不明・無回答

3.5%

参加したことがない

67.3% ６回以上参加した

5.9%

１～２回参加した

17.1%

３～５回参加した

6.1%

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「１～２回参加した」が 17.1％，「３～５回参加した」が 6.1％，「６回以上参加した」

が 5.9％で，参加したことがある人は，合わせて 29.1％と，人権啓発事業の中でも，最も

参加率が高くなっている。また，「参加したことがない」は 67.3％となっている。 

   なお，前回の調査とは質問文が異なるため単純な比較はできないものの，参加したこと

がある人の割合は 10 ポイント近く高くなっている。 

 

 
 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参

前回（平成 12 年調査）  

『障害のある人，同和地区出身者や外国籍の人などとの交流事業』※ 
N=3620

不明・無回答
4.3%

参加したことが
ない
76.1%

６回以上参加した

4.6%

１～２回参加した

12.0%

３～５回参加した

3.0%

 

※今回調査の質問文と若干の相違がある。 



 

 

 

 
 性別・年齢別  

 

15.0%

14.7%

18.5%

21.9%

19.6%

13.3%

18.3%

15.8%

17.1%

6.3%

7.6%

6.7%

6.2%

6.1%

66.2%

66.8%

65.5%

65.7%

68.3%

74.8%

66.0%

69.2%

67.3%

8.5%4.3%

6.3%

5.9%

6.2%

4.4%

3.4%

6.0%

8.4%

6.7%

5.3%

6.2%

5.6%

5.9%

3.8%

1.7%

2.2%

0.5%

1.5%

3.2%

3.2%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上 N=234

60歳代 N=238

50歳代 N=238

40歳代 N=178

30歳代 N=189

20歳代 N=135

女性 N=677

男性 N=532

全体 N=1225

１～２回参加した ３～５回参加した ６回以上参加した 参加したことがない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

性別でみると，高齢者や障害のある人などと交流する催しに参加したことがある人は，男

性では 27.6％，女性では 30.7％と，女性の方が少し高くなっている。 

 

年齢別でみると，高齢者や障害のある人などと交流する催しに参加したことがある人は，

30 歳代から 50 歳代では 30％台，20 歳代，60 歳代以上では 20％台となっている。 



 

 

 
⑥ 市民しんぶんの人権に関する記事や，人権情報誌「あい・ゆーKYOTO」を（○は１つ） 

 

 

N=1225

ときどき読む

36.2%

よく読む

10.1%

あまり読まない

20.4%

全く読まない

30.3%

　　不明・無回答

3.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「よく読む」が 10.1％，「ときどき読む」が 36.2％で，これらを合わせると 46.3％と

約半数となっている。また，「あまり読まない」が 20.4％，「全く読まない」は 30.3％と

なっている。 

   なお，前回の調査とは質問文が異なるため単純な比較はできないものの，「よく読む」と

「ときどき読む」を合わせると 10 ポイント近く低くなっている。 

 

 

 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

参

前回（平成 12 年調査） 

N=3620

時々読む
42.8%

よく読む
12.2%

あまり読まない
26.9%

全く読まない
14.9%

　　不明・無回答
3.2%

 
『人権問題に関する市民しんぶん等広報誌の記事』※ 

 

※今回調査の質問文と若干の相違がある。 



 

 

 

 
 性別・年齢別  

 

18.4%

13.4%

10.1%

6.2%

5.8%

11.4%

8.3%

10.1%

37.6%

51.3%

39.9%

39.3%

39.3%

36.2%

23.6%

11.1%

15.8%

13.9%

21.4%

29.8%

50.3%

72.6%

26.1%

35.5%

30.3%

8.1%

0.7%

24.3%

14.1%

32.7%

20.1%

19.3%

26.1%

19.0%

20.2%

20.9%

20.4%

2.1%

2.5%

1.1%

0.5%

1.5%

3.0%

2.6%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上 N=234

60歳代 N=238

50歳代 N=238

40歳代 N=178

30歳代 N=189

20歳代 N=135

女性 N=677

男性 N=532

全体 N=1225

よく読む ときどき読む あまり読まない 全く読まない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると，市民しんぶんの人権に関する記事や人権情報誌を「よく読む」と「ときど

き読む」を合わせると，男性では 41.0％，女性では 50.7％と，女性の方が 10 ポイント

近く高くなっている。また，「全く読まない」は，男性の方が 10 ポイント近く高くなって

いる。 

 

年齢別でみると，市民しんぶんの人権に関する記事や人権情報誌を「よく読む」と「とき

どき読む」を合わせると，年齢が高いほど高くなる傾向が見られ，最も高い 60 歳代では

64.7％となっているのに対して，20 歳代では 14.8％と，50 ポイント近くの大きな差が

見られる。 
 



 

人権についての理解を深めるのに役立ったもの 
 

問３ 人権についての理解を深めるのに，役立ったと思われるものはどのようなことですか。 
 

N=1225

9.8%

32.7%

9.9%

10.0%

17.7%

27.9%

14.6%

52.2%

18.5%

14.0%

1.8%

7.2%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市役所・区役所・学校で行われる講演会や研修会

学校の授業や学級活動，特別活動での人権教育

職場で行われる研修会

市民グループや民間団体などによる講演会やイベント

障害のある人，外国人・外国籍市民などとの交流

市民しんぶん等の広報誌・パンフレット

本や雑誌，インターネット

新聞記事やテレビ，ラジオ

家族や友人との話し合い

ボランティア活動への参加

その他

特に役立ったものはなし

不明・無回答

 （○は３つまで） 
 

 
 
 
 
 

高齢者， 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「新聞記事やテレビ，ラジオ」（52.2％）が最も高く５割を超えている。次いで，「学校

の授業や学級活動，特別活動での人権教育」（32.7％），「市民しんぶん等の広報誌・パンフ

レット」（27.9％）となっている。 

なお，前回の調査とは質問文・選択肢が異なるため単純な比較はできないものの，「新聞

記事やテレビ，ラジオ」や「市民しんぶん等の広報誌・パンフレット」は 10 ポイント近く

低くなっている。 

考 
 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参

前回（平成 12 年調査） 

N=3620

13.3%

33.4%

11.2%

8.3%

19.5%

39.6%

25.7%

20.6%

12.4%

9.1%

62.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

市役所・区役所・学校で行われる講演会や研修会

学校の授業やﾎｰﾑﾙｰﾑ，特別活動での同和教育や人権教育

職場で行われる研修会

　民間団体や市民ｸﾞﾙｰﾌﾟなどによる講演会や研修会

障害のある人，同和地区出身者や外国籍の人等との交流や交際

人権問題に関する市民しんぶん等広報誌の記事

人権問題に関する本や雑誌

人権問題に関するテレビ，ラジオのニュース番組，新聞

人権問題についての家族や友人との話し合い

ボランティア活動への参加

無回答

『あなたが人権問題への理解を深めるのに役立ったものを，次の中から３つ選んで下さい』※ 

※今回調査の質問文・選択肢と若干の相違がある。 

 



 

 

 

   
 性別・年齢別                                                  （％） 

 

市
役
所
・
区
役
所
・
学
校
で
行
わ

れ
る
講
演
会
や
研
修
会 

学
校
の
授
業
や
学
級
活
動
，
特
別

活
動
で
の
人
権
教
育 

職
場
で
行
わ
れ
る
研
修
会 

市
民
グ
ル
ー
プ
や
民
間
団
体
な
ど

に
よ
る
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト 

高
齢
者
，
障
害
の
あ
る
人
，
外
国

人
・
外
国
籍
市
民
な
ど
と
の
交
流 

市
民
し
ん
ぶ
ん
等
の
広
報
誌
・
パ

ン
フ
レ
ッ
ト 

本
や
雑
誌
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

新
聞
記
事
や
テ
レ
ビ
，
ラ
ジ
オ 

家
族
や
友
人
と
の
話
し
合
い 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加 

そ
の
他 

特
に
役
立
っ
た
も
の
は
な
し 

全体 N=1225 9.8 32.7 9.9 10.0 17.7 27.9 14.6 52.2 18.5 14.0 1.8 7.2

男性 N=532 9.6 27.6 13.3 10.7 16.0 26.1 17.3 51.1 18.2 13.2 1.5 9.6

女性 N=677 10.0 37.5 7.2 9.5 19.2 29.1 12.9 53.5 18.3 14.6 2.1 5.5

20 歳代 N=135 5.2 56.3 5.9 4.4 16.3 6.7 21.5 46.7 28.1 18.5 3.0 8.1

30 歳代  N=189 4.8 53.4 6.3 7.4 19.0 12.7 19.0 48.7 16.4 10.1 2.1 6.9

40 歳代  N=178 11.8 44.9 16.3 4.5 15.2 15.7 17.4 52.8 18.5 9.6 1.7 8.4

50 歳代  N=238 8.8 23.9 10.5 12.6 21.0 30.3 18.9 50.4 17.6 17.6 2.1 7.6

60 歳代  N=238 15.1 21.0 13.0 14.3 17.2 37.4 8.0 52.9 18.1 17.2 2.1 5.0

70 歳以上 N=234 10.7 15.8 6.4 12.4 16.7 49.1 8.1 59.4 15.0 10.7 0.4 8.1

 

性別でみると，男女とも「新聞記事やテレビ，ラジオ」が最も高く５割を超えている。ま

た，「学校の授業や学級活動，特別活動での人権教育」については，女性の方が 10 ポイン

ト近く高くなっている。 

 

年齢別でみると，20 歳代，30 歳代では「学校の授業や学級活動，特別活動での人権教

育」が，40 歳代以上では「新聞記事やテレビ，ラジオ」が最も高く５割を超えている。 

また，年齢が低いほど「学校の授業や学級活動，特別活動での人権教育」や「本や雑誌，

インターネット」が高くなる傾向が見られる。一方，「市民しんぶん等の広報誌・パンフレ

ット」については，年齢が高いほど高くなる傾向が見られる。 

 



 

人権についての理解を深めるための重点的な取組 
 

問４ 人権についての理解を深めるために，京都市として，どのような取組により一層力を入れる

必要があると思いますか。（○は３つまで） 
 

 

N=1225

16.1%

43.3%

11.4%

10.0%

17.0%

20.6%

20.2%

3.0%

6.9%

5.0%

56.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校や社会における人権教育の充実

人権啓発の広報誌やパンフレットの充実

テレビやラジオなどを使った啓発活動

インターネットを活用した啓発活動・情報提供の充実

講演会や討論会，シンポジウムなどの開催

ワークショップなど，参加・体験型事業の充実

人権問題を抱える人々との交流事業の実施

市民グループや民間団体が行う啓発活動に対する支援の充実

その他

特に必要な取組なし

不明・無回答

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校や社会における人権教育の充実」（56.5％）が最も高く５割を超えており，次いで，

「テレビやラジオなどを使った啓発活動」（43.3％）となっている。 
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学
校
や
社
会
に
お
け
る
人
権
教
育

の
充
実 

人
権
啓
発
の
広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
充
実 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
使
っ
た

啓
発
活
動 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
啓

発
活
動
・
情
報
提
供
の
充
実 

講
演
会
や
討
論
会
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
の
開
催 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
，
参
加
・
体

験
型
事
業
の
充
実 

人
権
問
題
を
抱
え
る
人
々
と
の
交

流
事
業
の
実
施 

市
民
グ
ル
ー
プ
や
民
間
団
体
が
行
う

啓
発
活
動
に
対
す
る
支
援
の
充
実 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
取
組
な
し 

全体 M=1225 56.5 16.1 43.3 11.4 10.0 17.0 20.6 20.2 3.0 6.9

男性 M=532 54.1 18.2 43.8 14.1 9.6 15.0 20.1 20.9 3.9 8.5

女性 M=677 58.9 14.2 43.4 9.6 10.6 18.6 20.8 19.9 2.4 5.8

20 歳代 M=135 62.2 8.9 34.1 15.6 8.1 18.5 29.6 14.1 5.9 8.9

30 歳代 M=189 64.6 11.6 34.9 20.1 7.9 15.3 18.5 18.5 5.3 4.8

40 歳代 M=178 57.9 10.7 47.2 16.3 10.7 24.2 23.0 21.3 1.1 5.1

50 歳代 M=238 54.6 15.1 42.0 8.8 10.1 21.0 23.1 25.2 2.1 8.8

60 歳代 M=238 53.8 18.9 47.5 9.7 13.9 15.5 20.2 19.3 4.2 5.9

70 歳以上 M=234 51.3 25.2 50.4 3.4 9.0 9.4 12.4 20.5 0.9 8.5

 

性別でみると，男女とも「学校や社会における人権教育の充実」が最も高く５割を超えて

いる。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「学校や社会における人権教育の充実」が最も高く，

20 歳代，30 歳代では６割を超えている。 

また，「インターネットを活用した啓発活動・情報提供の充実」については，20 歳代か

ら 40 歳代で高く，「人権啓発の広報誌やパンフレットの充実」については，60 歳代以上

で高くなっている。 

 

 



 

女性に関する人権上の問題と解決に必要な取組 
 

問５ 女性に関する人権上の問題について，現在，特に問題となっているのはどのようなことだと

思いますか。（○はいくつでも） 
 
 
 

N=1225

44.0%

34.7%

31.9%

40.7%

34.5%

31.6%

22.9%

2.1%

1.8%

3.6%

3.3%

54.0%

34.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男女の固定的な役割分担

職場における昇給や昇進などの待遇の違い

家事・育児や介護などを男女共同で行う社会の仕組みの未整備

ドメスティック・バイオレンス

職場や学校におけるセクシュアル・ハラスメント

ストーカー，痴漢行為

買春，援助交際

アダルトビデオ・ポルノ雑誌などの性の商品化

内容に関係なく女性のヌードや水着姿を掲載した雑誌や広告

その他

特に問題なし

わからない

　　不明・無回答

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「家事・育児や介護などを男女共同で行う社会の仕組みの未整備」（54.0％）が最も高く

５割を超えている。次いで，「職場における昇給や昇進などの待遇の違い」（44.0％），「ス

トーカー，痴漢行為」（40.7％）となっている。 
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や
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・
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ス
ト
ー
カ
ー
，
痴
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買
春
，
援
助
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ア
ダ
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ト
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オ
・
ポ
ル
ノ
雑
誌
な
ど

の
性
の
商
品
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内
容
に
関
係
な
く
女
性
の
ヌ
ー
ド
や

水
着
姿
を
掲
載
し
た
雑
誌
や
広
告 

そ
の
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特
に
問
題
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体   N=1225 34.6 44.0 54.0 34.7 31.9 40.7 34.5 31.6 22.9 2.1 1.8 3.6

男性 N=532 32.9 40.2 50.0 32.1 31.2 39.3 33.1 26.5 18.6 2.4 2.6 2.8

女性 N=677 36.6 47.3 57.8 36.9 32.8 41.9 36.2 35.7 26.3 1.8 1.0 3.5

20歳代 N=135 33.3 44.4 57.0 42.2 43.0 47.4 28.9 18.5 13.3 2.2 0.7 0.7

30歳代 N=189 36.5 49.7 63.0 39.2 38.1 44.4 30.2 20.1 12.7 2.1 2.1 2.1

40歳代 N=178 41.0 51.7 64.6 35.4 36.0 50.0 30.3 28.1 18.0 2.2 1.7 1.1

50歳代 N=238 34.9 49.2 61.3 36.6 30.7 39.5 38.2 34.9 21.0 2.1 0.8 1.3

60歳代 N=238 32.8 42.0 45.8 34.0 26.5 33.6 37.0 42.0 33.2 2.5 2.9 4.2

70歳以上 N=234 32.1 30.3 38.9 25.2 24.8 35.0 39.3 37.2 31.6 1.3 1.7 8.5

 

性別でみると，男女とも「家事・育児や介護などを男女共同で行う社会の仕組みの未整備」

が最も高くなっている。また，「アダルトビデオ・ポルノ雑誌などの性の商品化」について

は，女性の方が 10 ポイント近く高くなっている。 

 

年齢別でみると，ほぼすべての年齢層で「家事・育児や介護などを男女共同で行う社会の

仕組みの未整備」が最も高くなっており，30 歳代から 50 歳代では６割を超えている。 

年齢が低いほど「職場や学校におけるセクシュアル・ハラスメント」が高くなる傾向が見

られる。一方，「アダルトビデオ・ポルノ雑誌などの性の商品化」については，20 歳代及

び 30 歳代と 60 歳代以上で大きな差が見られる。 

 



 

 
 
 

問６ 女性の人権が守られるために，特に必要なことはどのようなことだと思いますか。 
（○はいくつでも） 

 

 

N=1225

70.4%

44.8%

23.3%

32.7%

23.0%

20.4%

37.3%

2.5%

2.3%

3.0%

3.9%

35.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

男女平等の考えに基づいた教育・啓発活動の推進

婚･出産などにかかわらず女性が仕事を続けられる環境の整備

企業の採用や昇進などにおける平等な男女の扱い

政策･方針決定の場への男女の平等な参画

女性に対する犯罪の取締りや罰則の強化

女性のための人権相談体制の充実

マスコミ等における紙面，番組，広告などへの内容の配慮

慣習やしきたりの見直し

その他

特に必要なことはなし

わからない

不明・無回答

 
 

 
 
 

結
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「結婚・出産などにかかわらず女性が仕事を続けられる環境の整備」（70.4％）が最も高

く７割を超えている。次いで，「企業の採用や昇進などにおける平等な男女の扱い」（44.8％），

「慣習やしきたりの見直し」（37.3％）となっている。 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                                 （％） 

 男
女
平
等
の
考
え
に
基
づ
い
た
教
育
・

啓
発
活
動
の
推
進 

結
婚
・
出
産
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
女
性

が
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備 

企
業
の
採
用
や
昇
進
な
ど
に
お
け
る
平

等
な
男
女
の
扱
い 

政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
男
女
の
平

等
な
参
画 

女
性
に
対
す
る
犯
罪
の
取
締
り
や
罰
則

の
強
化 

女
性
の
た
め
の
人
権
相
談
体
制
の
充
実 

マ
ス
コ
ミ
等
に
お
け
る
紙
面
，
番
組
，

広
告
な
ど
へ
の
内
容
の
配
慮 

慣
習
や
し
き
た
り
の
見
直
し 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 35.3 70.4 44.8 23.3 32.7 23.0 20.4 37.3 2.5 2.3 3.0

男性 N=532 36.5 65.4 42.9 22.0 29.3 19.7 17.5 32.7 3.2 3.0 3.2

女性 N=677 34.9 74.7 46.4 24.4 35.7 25.8 23.0 41.2 2.1 1.8 2.7

20歳代 N=135 28.1 76.3 40.7 20.7 29.6 17.0 14.8 34.8 4.4 3.0 4.4

30歳代 N=189 36.0 72.5 45.5 20.1 37.6 20.1 21.7 36.5 3.2 2.6 1.1

40歳代 N=178 35.4 73.0 52.2 23.0 34.8 25.3 23.6 38.2 2.2 1.7 1.1

50歳代 N=238 31.9 71.8 49.6 31.9 27.7 23.9 19.7 45.0 1.3 2.5 1.7

60歳代 N=238 40.3 71.8 40.3 22.3 31.9 23.9 17.2 38.2 2.9 2.5 3.4

70歳以上 N=234 38.0 60.7 40.2 19.7 35.5 25.6 24.8 30.3 2.1 1.7 6.0

 

性別でみると，男女とも「結婚・出産などにかかわらず女性が仕事を続けられる環境の整

備」が最も高く６割を超えており，女性の方が 10 ポイント近く高くなっている。また，「慣

習やしきたりの見直し」についても，女性の方が 10 ポイント近く高くなっている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「結婚・出産などにかかわらず女性が仕事を続けられ

る環境の整備」が最も高くなっており，20 歳代から 60 歳代では７割を超えている。 

 



 

子どもに関する人権上の問題と解決に必要な取組 
 

問７ 子どもに関する人権上の問題について，現在，特に問題となっているのはどのようなこと

だと思いますか。（○はいくつでも） 
 
 

 

N=1225

35.5%

22.2%

57.2%

26.1%

42.0%

42.4%

53.9%

3.9%

0.4%

2.3%

4.7%

74.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

保護者による子どもへの暴力や育児の放棄などの児童虐待

もの意見を聞かず自分の意見を子どもに強制すること

「子どもだから」という理由で，子どものﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰを尊重しないこと

子どもによる暴力や仲間はずれ，無視などのいじめ

      教師による言葉の暴力や体罰

不審者によるつきまといなど，子どもの安全をおびやかす行為

児童買春，児童ポルノ

暴力や性など，子どもにとって有害な情報のはんらん

その他

特に問題なし

わからない

不明・無回答

  
 
 

大人が子ど 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「保護者による子どもへの暴力や育児の放棄などの児童虐待」（74.0％）が最も高く７割

を超えている。次いで，「子どもによる暴力や仲間はずれ，無視などのいじめ」（57.2％），

「暴力や性など，子どもにとって有害な情報のはんらん」（53.9％）も５割を超えている。 
 
 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                                   （％） 

 保
護
者
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
暴
力
や
育

児
の
放
棄
な
ど
の
児
童
虐
待 

大
人
が
子
ど
も
の
意
見
を
聞
か
ず
自
分

の
意
見
を
子
ど
も
に
強
制
す
る
こ
と 

「
子
ど
も
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
，
子

ど
も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
な
い
こ
と 

子
ど
も
に
よ
る
暴
力
や
仲
間
は
ず
れ
，
無

視
な
ど
の
い
じ
め 

教
師
に
よ
る
言
葉
の
暴
力
や
体
罰 

不
審
者
に
よ
る
つ
き
ま
と
い
な
ど
，
子
ど

も
の
安
全
を
お
び
や
か
す
行
為 

児
童
買
春
，
児
童
ポ
ル
ノ 

暴
力
や
性
な
ど
，
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害

な
情
報
の
は
ん
ら
ん 

そ
の
他 

特
に
問
題
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 M=1225 74.0 35.5 22.2 57.2 26.1 42.0 42.4 53.9 3.9 0.4 2.3

男性 M=532 70.5 34.4 20.9 51.3 23.5 35.9 40.0 48.3 4.5 0.8 2.1

女性 M=677 77.7 36.8 23.5 62.0 28.5 47.0 44.8 58.6 3.5 0.1 2.2

20歳代 M=135 76.3 39.3 23.7 57.8 27.4 43.0 35.6 34.1 5.2 － 0.7

30歳代  M=189 81.0 33.9 23.8 59.3 27.0 53.4 43.4 50.8 5.3 － －

40歳代  M=178 80.9 30.3 20.2 57.3 28.7 50.0 46.6 56.2 3.9 － 0.6

50歳代  M=238 74.8 34.5 21.4 63.9 29.8 34.0 46.2 58.4 3.8 0.4 0.4

60歳代  M=238 73.1 39.5 21.0 56.7 21.4 38.2 41.6 62.6 3.8 1.3 5.0

70歳以上 M=234 63.7 36.3 23.9 48.7 24.4 38.0 40.2 53.0 2.6 0.4 5.1

 

性別でみると，男女とも「保護者による子どもへの暴力や育児の放棄などの児童虐待」が

最も高く７割を超えている。また，「子どもによる暴力や仲間はずれ，無視などのいじめ」，

「不審者によるつきまといなど，子どもの安全をおびやかす行為」，「暴力や性など，子ども

にとって有害な情報のはんらん」については，女性の方が 10 ポイント以上高くなっている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「保護者による子どもへの暴力や育児の放棄などの児

童虐待」が最も高く，30 歳代，40 歳代では８割を超えている。 

 

 



 

 
 
 
問８ 子どもの人権が守られるために，特に必要なことはどのようなことだと思いますか。 

（○はいくつでも） 
 
 

 

N=1225

36.4%

38.9%

71.1%

40.1%

36.9%

57.2%

51.7%

32.8%

3.3%

0.2%

1.3%

4.7%

72.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子どもが健やかに育つ，愛情豊かな家庭づくり

子どもにとって何が最も良いことなのかを常に考えること

子どもの思いが大切にされるなど子どもの個性や自主性の尊重

自分を大切にし，他人を思いやる心を持った子どもの育成

学校におけるいじめ防止の取組の強化

教師に対する研修の充実

家庭，学校，地域の連携など，社会全体での子どもの育成

どもが被害者となる児童虐待などの犯罪の取締りや罰則の強化

子ども自身が安心して話ができる相談体制づくりの充実

その他

特に必要なことはなし

わからない

不明・無回答

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「子どもが健やかに育つ，愛情豊かな家庭づくり」（72.3％）が最も高く７割を超え，「自

分を大切にし，他人を思いやる心を持った子どもの育成」（71.1％）がほぼ同率で続いてい

る。また，「家庭，学校，地域の連携など，社会全体での子どもの育成」（57.2％），「子ども

が被害者となる児童虐待などの犯罪の取締りや罰則の強化」（51.7％）が５割を超えている。 
 



 

 
 

 
 性別・年齢別                                                    （％） 

 

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
，
愛
情
豊
か

な
家
庭
づ
く
り 

子
ど
も
に
と
っ
て
何
が
最
も
良
い
こ
と

な
の
か
を
常
に
考
え
る
こ
と 

子
ど
も
の
思
い
が
大
切
に
さ
れ
る
な
ど

子
ど
も
の
個
性
や
自
主
性
の
尊
重 

自
分
を
大
切
に
し
，
他
人
を
思
い
や
る

心
を
持
っ
た
子
ど
も
の
育
成 

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
の
取
組
の

強
化 

教
師
に
対
す
る
研
修
の
充
実 

家
庭
，
学
校
，
地
域
の
連
携
な
ど
，
社

会
全
体
で
の
子
ど
も
の
育
成 

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
児
童
虐
待
な

ど
の
犯
罪
の
取
締
り
や
罰
則
の
強
化 

子
ど
も
自
身
が
安
心
し
て
話
が
で
き
る

相
談
体
制
づ
く
り
の
充
実 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 72.3 36.4 38.9 71.1 40.1 36.9 57.2 51.7 32.8 3.3 0.2 1.3

男性 N=532 70.9 30.1 35.3 64.3 37.2 33.3 52.8 48.7 25.9 4.1 0.2 0.9

女性 N=677 74.2 41.5 41.9 77.1 42.7 40.5 61.4 54.7 38.4 2.7 0.3 1.5

20歳代 N=135 57.8 38.5 43.0 65.9 32.6 34.8 57.0 45.9 26.7 4.4 － 0.7

30歳代 N=189 69.8 32.8 36.5 65.1 44.4 40.2 61.4 58.2 33.9 5.3 － 0.5

40歳代 N=178 69.7 39.9 37.6 69.7 36.5 41.6 59.0 51.7 29.2 4.5 － －

50歳代 N=238 73.1 36.1 35.3 73.1 38.7 39.5 61.3 54.6 34.9 2.1 0.4 －

60歳代 N=238 79.0 33.6 43.7 75.2 39.5 39.5 58.0 50.4 33.6 2.9 － 2.9

70歳以上 N=234 78.2 38.5 38.5 74.8 46.2 28.2 49.1 49.1 35.5 1.7 0.9 3.0

 

性別でみると，男性では「子どもが健やかに育つ，愛情豊かな家庭づくり」が，女性では

「自分を大切にし，他人を思いやる心を持った子どもの育成」が最も高く７割を超えている。 

また，「子どもにとって何が最も良いことなのかを常に考えること」，「自分を大切にし，

他人を思いやる心を持った子どもの育成」，「子ども自身が安心して話ができる相談体制づく

りの充実」については，女性の方が 10 ポイント以上高くなっている。 

 

年齢別でみると，30 歳以上では「子どもが健やかに育つ，愛情豊かな家庭づくり」が最

も高く，「自分を大切にし，他人を思いやる心を持った子どもの育成」もほぼ同率となって

いる。  

 



 

高齢者に関する人権上の問題と解決に必要な取組 
 

問９ 高齢者に関する人権上の問題について，現在，特に問題となっているのはどのようなこと

だと思いますか。（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

36.1%

28.2%

22.9%

27.8%

48.3%

2.9%

0.7%

2.3%

4.7%

72.7%

53.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

経済的な自立が困難なこと

自分の能力を発揮する機会の少なさ

子ども扱いやじゃま者扱いされ，意見や行動が尊重されないこと

判断能力が十分でない高齢者をねらう詐欺などの多発

家族や介護者からの嫌がらせや虐待

病院や福祉施設での劣悪な扱いや虐待

建物の階段や道路の段差など，外出先での不便

その他

特に問題なし

わからない

不明・無回答

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

「判断能力が十分でない高齢者をねらう詐欺などの多発」（72.7％）が最も高く７割を超

えている。次いで，「経済的な自立が困難なこと」（53.2％），「建物の階段や道路の段差な

ど，外出先での不便」（48.3％）となっている。 
 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                               （％） 

 

経
済
的
な
自
立
が
困
難
な
こ
と 

自
分
の
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
の
少

な
さ 

子
ど
も
扱
い
や
じ
ゃ
ま
者
扱
い
さ
れ
，

意
見
や
行
動
が
尊
重
さ
れ
な
い
こ
と 

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
を

ね
ら
う
詐
欺
な
ど
の
多
発 

家
族
や
介
護
者
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
や

虐
待 

病
院
や
福
祉
施
設
で
の
劣
悪
な
扱
い

や
虐
待 

建
物
の
階
段
や
道
路
の
段
差
な
ど
，
外

出
先
で
の
不
便 

そ
の
他 

特
に
問
題
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 53.2 36.1 28.2 72.7 22.9 27.8 48.3 2.9 0.7 2.3

男性 N=532 52.4 33.6 26.9 70.5 18.8 23.5 42.1 3.4 1.1 2.6

女性 N=677 54.1 38.7 29.2 75.2 26.0 31.6 53.5 2.5 0.3 1.9

20歳代 N=135 43.7 31.1 30.4 71.1 29.6 31.1 43.0 3.7 － 3.0

30歳代 N=189 57.7 35.4 28.6 74.1 27.0 31.2 52.9 2.6 － 2.1

40歳代 N=178 46.6 42.1 27.0 73.0 24.2 32.6 54.5 3.4 1.1 1.7

50歳代 N=238 55.9 42.9 32.4 72.7 24.4 31.1 49.6 2.9 － 0.8

60歳代 N=238 58.4 42.4 23.5 77.3 19.7 26.9 46.6 2.5 1.3 3.8

70歳以上 N=234 52.1 23.1 27.8 68.8 15.8 17.9 43.6 2.6 1.3 2.6

 

性別でみると，男女とも「判断能力が十分でない高齢者をねらう詐欺などの多発」が最も

高く７割を超えている。また，「建物の階段や道路の段差など，外出先での不便」について

は，女性の方が 10 ポイント以上高くなっている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「判断能力が十分でない高齢者をねらう詐欺などの多

発」が最も高く，20 歳代から 60 歳代では７割を超えている。 

また，年齢が低いほど「家族や介護者からの嫌がらせや虐待」が高くなる傾向が見られる。 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
問 10 高齢者の人権が守られるために，特に必要なことはどのようなことだと思いますか。 

（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

37.1%

43.3%

61.6%

27.7%

53.6%

26.4%

3.5%

0.7%

1.7%

4.7%

59.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就業機会，生涯学習やボランティア活動の機会の充実

高齢者に対する理解と関心を深める教育・啓発活動の推進

幅広い分野での高齢者と他の世代との交流の促進

高齢者をねらう犯罪防止など，権利や生活を守る制度の充実

高齢者に対する虐待などの防止策の徹底

建物の階段や道路の段差解消など，バリアフリーの推進

高齢者のための人権相談体制の充実

その他

特に必要なことはなし

わからない

不明・無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「高齢者をねらう犯罪防止など，権利や生活を守る制度の充実」（61.6％）が最も高く６

割を超え，「就業機会，生涯学習やボランティア活動の機会の充実」（59.2％）がほぼ同率

で続いている。また，「建物の階段や道路の段差解消など，バリアフリーの推進」（53.6％）

も５割を超えている。 

 
 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                                  （％） 

 

就
業
機
会
，
生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
機
会
の
充
実 

高
齢
者
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

深
め
る
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進 

幅
広
い
分
野
で
の
高
齢
者
と
他
の

世
代
と
の
交
流
の
促
進 

高
齢
者
を
ね
ら
う
犯
罪
防
止
な
ど
，

権
利
や
生
活
を
守
る
制
度
の
充
実 

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
な
ど
の
防

止
策
の
徹
底 

建
物
の
階
段
や
道
路
の
段
差
解
消

な
ど
，
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進 

高
齢
者
の
た
め
の
人
権
相
談
体
制

の
充
実 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 59.2 37.1 43.3 61.6 27.7 53.6 26.4 3.5 0.7 1.7

男性 N=532 57.0 34.2 39.7 57.9 23.3 48.3 23.3 3.9 1.1 1.5

女性 N=677 61.9 39.4 46.7 64.8 31.0 58.1 29.0 3.2 0.3 1.6

20歳代 N=135 57.8 28.1 45.9 58.5 24.4 51.9 21.5 5.2 － 3.0

30歳代 N=189 63.0 37.6 44.4 66.1 28.0 56.1 19.6 6.3 － 1.1

40歳代 N=178 64.6 31.5 45.5 65.7 27.0 58.4 21.3 2.2 1.1 1.1

50歳代 N=238 69.7 39.9 47.1 59.2 29.8 49.2 31.9 5.0 － 0.4

60歳代 N=238 66.0 37.4 50.8 61.3 27.7 52.1 29.8 1.3 1.3 2.1

70歳以上 N=234 37.2 42.7 28.6 59.4 26.9 55.1 29.5 2.1 1.3 2.6

 

性別でみると，男女とも「高齢者をねらう犯罪防止など，権利や生活を守る制度の充実」

が最も高くなっている。また，「建物の階段や道路の段差解消など，バリアフリーの推進」

については，女性の方が 10 ポイント近く高くなっている。 

 

年齢別でみると，20 歳代から 40 歳代，70 歳以上では「高齢者をねらう犯罪防止など，

権利や生活を守る制度の充実」が，50 歳代，60 歳代では「就業機会，生涯学習やボラン

ティア活動の機会の充実」が最も高くなっている。 

また，「就業機会，生涯学習やボランティア活動の機会の充実」や「幅広い分野での高齢

者と他の世代との交流の促進」については，60 歳以下と 70 歳以上の年齢層で大きな差が

見られる。 

 

 



 

障害のある人に関する人権上の問題と解決に必要な取組 
 

問 11 障害のある人に関する人権上の問題について，現在，特に問題となっているのはどのよ

うなことだと思いますか。（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

22.2%

38.1%

18.5%

20.7%

26.9%

31.5%

21.0%

2.4%

1.8%

7.3%

4.0%

57.7%

57.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就職・職場での不利な扱い

スポーツ活動や文化活動に気軽に参加できないこと

断能力が十分でない障害のある人をねらう詐欺などの多発

病院や福祉施設での劣悪な扱いや虐待

建物の階段や道路の段差など，外出先での不便

店や施設の利用，乗車などにおけるサービス提供の拒否

障害のあるなしから受けられる情報に差がつくこと

じろじろ見られたり，避けられたりすること

結婚への周囲の反対

その他

特に問題なし

わからない

不明・無回答

 
 

 
 
 
 

判 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

「建物の階段や道路の段差など，外出先での不便」（57.7％）が最も高く約６割で，「就

職・職場での不利な扱い」（57.5％）がほぼ同率で続いている。次いで，「判断能力が十分

でない障害のある人をねらう詐欺などの多発」（38.1％），「じろじろ見られたり，避けられ

たりすること」（31.5％）となっている。 

 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                                   （％） 

 就
職
・
職
場
で
の
不
利
な
扱
い 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
に
気
軽

に
参
加
で
き
な
い
こ
と 

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
障
害
の
あ

る
人
を
ね
ら
う
詐
欺
な
ど
の
多
発 

病
院
や
福
祉
施
設
で
の
劣
悪
な
扱
い

や
虐
待 

建
物
の
階
段
や
道
路
の
段
差
な
ど
，

外
出
先
で
の
不
便 

店
や
施
設
の
利
用
，
乗
車
な
ど
に
お

け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拒
否 

障
害
の
あ
る
な
し
か
ら
受
け
ら
れ
る

情
報
に
差
が
つ
く
こ
と 

じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
た
り
，
避
け
ら
れ

た
り
す
る
こ
と 

結
婚
へ
の
周
囲
の
反
対 

そ
の
他 

特
に
問
題
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 57.5 22.2 38.1 18.5 57.7 20.7 26.9 31.5 21.0 2.4 1.8 7.3

男性 N=532 60.0 22.6 33.8 16.0 51.7 18.6 24.8 32.3 19.9 2.8 1.9 6.4

女性 N=677 56.1 22.5 41.8 20.7 63.2 22.3 28.8 31.0 22.0 2.1 1.8 7.7

20歳代 N=135 63.7 22.2 26.7 21.5 53.3 30.4 26.7 47.4 22.2 1.5 1.5 4.4

30歳代 N=189 65.6 24.9 41.8 20.6 60.8 25.9 27.0 40.7 26.5 4.8 1.1 4.8

40歳代 N=178 64.6 25.8 36.0 21.3 61.2 28.7 33.1 34.3 21.3 2.8 1.1 4.5

50歳代 N=238 62.6 22.7 37.8 18.9 61.3 21.8 35.7 32.8 23.5 2.1 1.3 5.9

60歳代 N=238 49.2 22.3 41.6 17.2 55.5 12.6 25.6 21.8 17.2 2.5 1.7 9.2

70歳以上 N=234 46.2 17.9 40.6 14.1 55.1 11.5 15.0 21.4 17.1 0.9 3.8 12.0

 
性別でみると，男性では「就職・職場での不利な扱い」が，女性では「建物の階段や道路

の段差など，外出先での不便」が最も高くなっている。 

また，「建物の階段や道路の段差など，外出先での不便」については，女性の方が 10 ポ

イント以上高くなっている。 

    

年齢別でみると，20 歳代から 50 歳代では「就職・職場での不利な扱い」が，60 歳代

以上では「建物の階段や道路の段差など，外出先での不便」が最も高くなっている。 

また，年齢が低いほど「じろじろ見られたり，避けられたりすること」や「店や施設の利

用，乗車などにおけるサービス提供の拒否」が高くなる傾向が見られる。 

 

 



 

 
 
 
問12 障害のある人の人権が守られるために，特に必要なことはどのようなことだと思いますか。

（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

48.2%

27.5%

54.6%

39.2%

26.8%

33.5%

2.3%

0.6%

4.0%

3.3%

62.8%

53.1%

34.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

障害のある人に対する理解と関心を深める教育・啓発活動の推進

障害のある人に対する日常生活への支援の充実

障害のある人が仕事に就く場所や機会の提供

障害のある人に対する虐待などの防止策の徹底

ユニバーサルデザインを採り入れた社会環境の整備

建物の階段や道路の段差解消など，バリアフリーの推進

ある人をねらう犯罪防止など，権利や生活を守る制度の充実

障害のある人のための人権相談体制の充実

障害のある人とない人との交流の促進

その他

特に必要なことはなし

わからない

不明・無回答

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
障害の 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

「障害のある人が仕事に就く場所や機会の提供」（62.8％）が最も高く６割を超えてい

る。次いで，「建物の階段や道路の段差解消など，バリアフリーの推進」（54.6％），「障

害のある人に対する理解と関心を深める教育・啓発活動の推進」（53.1％）が５割を超え

ている。 

 

 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                                      （％） 

 障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理
解
と
関
心

を
深
め
る
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進 

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
日
常
生
活
へ

の
支
援
の
充
実 

障
害
の
あ
る
人
が
仕
事
に
就
く
場
所
や
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会
の
提
供 

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
虐
待
な
ど
の

防
止
策
の
徹
底 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
採
り
入
れ

た
社
会
環
境
の
整
備 

建
物
の
階
段
や
道
路
の
段
差
解
消
な
ど
，

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進 

障
害
の
あ
る
人
を
ね
ら
う
犯
罪
防
止
な

ど
，
権
利
や
生
活
を
守
る
制
度
の
充
実 

障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の
人
権
相
談
体

制
の
充
実 

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
交
流
の

促
進 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 53.1 48.2 62.8 27.5 34.7 54.6 39.2 26.8 33.5 2.3 0.6 4.0

男性 N=532 52.3 46.1 59.6 25.6 31.2 49.6 36.3 23.1 29.7 2.8 0.9 3.9

女性 N=677 54.4 50.4 65.9 29.1 37.8 58.9 41.7 29.5 36.6 1.9 0.3 3.8

20歳代 N=135 53.3 48.9 60.7 23.7 37.8 52.6 31.1 20.7 43.0 3.7 1.5 1.5

30歳代 N=189 51.9 47.6 61.9 31.7 45.0 56.1 38.1 23.3 39.2 3.2 0.5 3.2

40歳代 N=178 52.8 47.2 71.3 27.5 38.8 60.7 39.9 22.5 32.6 2.8 － 2.8

50歳代 N=238 52.9 52.9 69.7 29.8 43.3 55.0 41.2 33.2 34.5 3.4 － 3.8

60歳代 N=238 53.4 45.8 61.8 27.3 26.9 52.1 41.2 31.1 32.4 0.8 0.8 3.8

70歳以上 N=234 55.1 47.4 53.0 23.9 21.4 52.6 40.2 24.8 24.4 0.9 0.9 7.3

 
性別でみると，男女とも「障害のある人が仕事に就く場所や機会の提供」が最も高くな

っている。また，「建物の階段や道路の段差解消など，バリアフリーの推進」については，

女性の方が 10 ポイント近く高くなっている。 

    

年齢別でみると，ほぼすべての年齢層で「障害のある人が仕事に就く場所や機会の提供」

が最も高く，40 歳代では７割を超えている。 

また，年齢が低いほど「障害のある人とない人との交流の促進」が高くなる傾向が見られ

る。 

 

 



 

同和問題の認知 
 

問 13 日本の社会に「同和問題」，「部落問題」などと言われる問題があることを知っていますか。

（○は１つ） 
 

N=1225
不明・無回答

5.9%
知らない

2.0%

知っている

79.8%

聞いたことがある

12.4%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

「知っている」が 79.8％，「聞いたことがある」が 12.4％で，何らかの形で同和問題を

知っている人は，合わせて 92.2％と９割を超えている。一方，「知らない」は 2.0％とな

っている。 

なお，前々回の調査とは質問文・選択肢が異なるため単純な比較はできないものの，「知

っている」の割合は 10 ポイント以上高くなっている。 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

参考
前々回（平成７年調査） 
『あなたは「同和地区」や「同和問題」のことを知っていますか』※ 

N=3432
不明・無回答

1.6%何も知らない
2.9%

知っている
65.9%

詳しいことは知
らないが聞いた
ことがある
        29.6%

※今回調査の質問文・選択肢と若干の相違がある。（数値は再集計後） 



 

 

 

 
 性別・年齢別  

 
 

78.2%

83.6%

85.7%

80.3%

77.8%

79.2%

81.6%

79.8%

9.8%

11.8%

10.1%

13.5%

14.3%

12.4%

8.1%

5.6%

6.3%

8.9%

5.2%

6.0%

5.9%

70.4%

13.8%

17.8%

9.8%

0.6%

3.0%

3.8%

1.3%

0.8%

2.1%

1.3%

2.6%

2.0%

3.4%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上 N=234

60歳代 N=238

50歳代 N=238

40歳代 N=178

30歳代 N=189

20歳代 N=135

女性 N=677

男性 N=532

全体 N=1225

知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

性別でみると，「知っている」と「聞いたことがある」を合わせると，男性では 91.4％，

女性では 93.5％となっている。 

 

年齢別でみると，「知っている」と「聞いたことがある」を合わせると，30 歳代から 60

歳代では９割を超えている。また，40 歳代，50 歳代では，「知らない」が１％以下となっ

ている。 
 



 

 
 
 
問 13-1 同和問題についてはじめて知ったのはいつ頃ですか。（○は１つ） 

 
 

N=1129不明・無回答

0.9%おぼえていない

6.4%
22歳以上

6.3%

18歳～22歳未満

6.1%

15歳～18歳未満

8.4%

12歳～15歳未満
（中学校時代）

25.1%

6歳未満
(小学校入学前)

3.2%

６歳～12歳未満
（小学校時代）

43.7%

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「６歳～12 歳未満（小学校時代）」（43.7％）が最も高く４割を超え，次いで，「12 歳

～15 歳未満（中学校時代）」（25.1％）となっており，「6 歳未満（小学校入学前）」（3.2％）

を合わせると，15 歳までに知った人は 72.0％と７割を超えている。 

なお，前々回の調査とは質問文が異なるため単純な比較はできないものの，15 歳までに

知った人の割合は 10 ポイント以上高くなっている。 
 
 
 考 

『

 

 

 

 

 

 

 
 

 

参

 前々回（平成７年調査） 
あなたが「同和問題」についてはじめて知ったのはいつ頃ですか』※ 

N=3432

６歳～12歳未満
（小学校時代）

33.3%

６歳未満
(小学校入学前)

2.5%

12歳～15歳未満
（中学校時代）

26.1%

15歳～18歳未満
（高校生時代）

9.7%

18歳～22歳未満

7.1%

22歳以上
11.1%

おぼえていない
7.0%

不明・無回答
3.2%

 

※今回調査の質問文と若干の相違がある。（数値は再集計後） 



 

 

 

 
 性別・年齢別  

 
 

33.0%

32.6%

32.0%

48.5%

42.8%

43.7%

31.7%

16.0%

6.3%

9.3%

13.6%

9.0%

5.2%

5.0%

8.2%

8.8%

8.4%

6.8%

6.2%

10.5%

5.0%

5.7%

6.8%

6.1%

11.2% 12.6%

8.4%

8.4%

7.3%

4.9%

6.4%

3.2%

3.7%

2.7%

2.5%

2.3%

0.6%

3.1%

4.0%

5.3%

44.9%

62.2%

68.8%

25.1%

25.1%

25.1%

15.0%

30.3%

29.1%

23.8%

2.9%

3.6%

6.3%

4.7%

7.6%

0.8%

0.6%

4.2%

7.5%

9.7%

0.6%

2.6%

4.6%

0.9%

1.0%

0.6%

0.6%

1.8%

0.4%

0.9%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上 N=206

60歳代 N=227

50歳代 N=228

40歳代 N=167

30歳代 N=173

20歳代 N=119

女性 N=633

男性 N=486

全体 N=1129

６歳未満（小学校入学前） ６歳～12歳未満（小学校時代） 12歳～15歳未満（中学校時代）
15歳～18歳未満 18歳～22歳未満 22歳以上
おぼえていない 不明・無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
性別でみると，男女とも「６歳～12 歳未満（小学校時代）」が最も高く，15 歳までに知

った人は，男性では 73.7％，女性では 70.6％と，男性の方が少し高くなっている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「６歳～12 歳未満（小学校時代）」が最も高く，20

歳代，30 歳代では 60％台となっているのに対して，50 歳代以上では 30％台と，年齢に

より大きな差が見られる。 

また，20 歳代から 40 歳代では，15 歳までに知った人が８割を超えている。 
 



 

 
 

  
問 13-2 同和問題のことをどのようにして知りましたか。（○は１つ） 

 

 

N=1129

5.6%

2.7%

8.1%

2.6%

1.9%

2.3%

5.9%

1.9%

13.0%

28.6%

27.3%

0% 10% 20% 30%

家族や親戚から

近所の人から

職場の人から

学校の友人から

学校の授業で

新聞・雑誌・本・インターネットなどで

テレビ・ラジオ・映画などで

研修会や講演会で

おぼえていない

その他

不明・無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
「学校の授業で」（28.6％）が最も高く約３割で，「家族や親戚から」（27.3％）がほぼ

同率で続いており，この２つで過半数となっている。 

なお，前々回の調査とは質問文・選択肢が異なるため単純な比較はできないものの，ほぼ

同じような内容となっている。 
 
 
 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

参

前々回（平成７年調査） 
『あなたは「同和問題」のことをどのようにして知りましたか』※ 
 

N=3432

4.5%

3.6%

9.3%

6.6%

3.3%

3.3%

2.0%

6.7%

1.7%

3.1%

26.0%

29.8%

0% 10% 20% 30% 40%

父母や家族，親戚から聞いた

近所の人から聞いた

職場の人から聞いた

学校の友人から聞いた

学校の授業で聞いた

新聞・雑誌・本などで知った

テレビ・ラジオ・映画などで知った

PTAや職場の研修会，講演会などで聞いた

同和地区の人から聞いた

おぼえていない

その他

不明・無回答

 

※今回調査の質問文・選択肢と若干の相違がある。（数値は再集計後） 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                            （％） 

 家
族
や
親
戚
か
ら 

近
所
の
人
か
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職
場
の
人
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友
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の
授
業
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本
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ネ
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ど
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・
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修
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え
て
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な
い 

そ
の
他 

全体 N=1129 27.3 5.6 2.7 8.1 28.6 2.6 1.9 2.3 5.9 1.9 

男性 N=486 30.0 6.0 4.1 8.8 26.7 3.1 1.0 2.5 4.7 2.1 

女性 N=633 25.4 5.2 1.7 7.3 30.3 2.2 2.7 2.2 6.5 1.9 

20歳代 N=119 9.2 － 0.8 3.4 66.4 1.7 0.8 － 4.2 0.8 

30歳代 N=173 24.3 0.6 1.2 4.0 53.2 2.3 0.6 0.6 4.0 1.2 

40歳代 N=167 20.4 1.2 0.6 5.4 46.1 0.6 3.0 1.8 3.6 1.2 

50歳代 N=228 30.3 3.9 3.9 11.0 20.2 0.9 2.2 3.9 2.6 2.2 

60歳代 N=227 34.8 11.9 4.4 9.7 7.0 5.3 1.8 2.2 8.4 3.5 

70歳以上 N=206 35.0 11.2 3.9 10.7 5.8 3.9 2.9 3.9 10.2 1.9 

 

性別でみると，男性では「家族や親戚から」が，女性では「学校の授業で」が最も高くな

っている。 

 

年齢別でみると，20 歳代から 40 歳代では「学校の授業で」が，50 歳代以上では「家

族や親戚から」が最も高くなっている。 

年齢が低いほど「学校の授業で」が高くなる傾向が見られ，20 歳代では 60％台，30

歳代では 50％台となっているのに対して，60 歳代以上では 10％以下と，年齢により大

きな差が見られる。 

また，年齢が高いほど「家族や親戚から」や「近所の人から」が高くなる傾向が見られる。 

 
 



 

同和問題をめぐる意識・行動 
 

問 14 人との付き合いにおいて，あなたのお考えに最も近いものはどれですか。 
 

① 仮に，いつも親しく付き合っている友人が，同和地区出身者であるとわかった場合（○は１つ） 

 
N=1225

不明・無回答

3.0%
わからない

10.3%
付き合いは
やめてしまう
      0.7%

これまでと同じように
親しく付き合う
           78.6%

表面的には付き
合うが，できる
だけ避ける

       7.4%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「これまでと同じように親しく付き合う」（78.6％）が約８割となっている。また，「表

面的には付き合うが，できるだけ避ける」が 7.4％，「付き合いはやめてしまう」は 0.7％，

「わからない」が 10.3％となっている。 

なお，前々回の調査とは質問文・選択肢が異なるため単純な比較はできないものの，ほぼ

同じような内容となっている。 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

参考
 前々回（平成７年調査） 
『いつも親しくつき合っている友人が「同和地区の人」であるとわかった場合』※ 

N=3432

表面的にはつき
合うが，できる
だけ避ける
      6.7%

これまでと同じ
ようにつき合う
      80.0%

つき合いは
やめてしまう
     0.5%

わからない
8.6%

その他
1.0%

不明・無回答
3.2%

 

※今回調査の質問文・選択肢と若干の相違がある。（数値は再集計後） 



 

 

 

 
 性別・年齢別  

 
 

8.5%

11.8%

7.6%

6.7%

7.7%

7.4%

16.7%

11.3%

8.8%

7.9%

7.9%

6.7%

11.8%

8.3%

10.3%

68.8%

73.5%

80.7%

82.6%

86.2%

88.9%

77.4%

81.4%

78.6%

5.8%

1.5%

7.3%

0.6%

0.7%

0.9%

1.3%

0.4%

0.4%

0.9%

0.7%

5.1%

2.2%

2.1%

3.0%

2.7%

2.2%

2.5%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上 N=234

60歳代 N=238

50歳代 N=238

40歳代 N=178

30歳代 N=189

20歳代 N=135

女性 N=677

男性 N=532

全体 N=1225

これまでと同じように親しく付き合う 表面的には付き合うが，できるだけ避ける
付き合いはやめてしまう わからない
不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると，男女とも「これまでと同じように親しく付き合う」が最も高く，男性では

81.4％，女性では 77.4％と，男性の方が少し高くなっている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「これまでと同じように親しく付き合う」が最も高く，

年齢が低いほど高くなる傾向が見られ，20 歳代では約９割となっている。 
 



 

 
 

② 仮に，あなたの身近な人が，同和地区出身者に対して差別的な発言をしたり，態度を示した場合

（○は１つ） 
 

N=1225

不明・無回答

3.4%
わからない

18.5%

同和問題には
かかわらない方が
いいと言う

      5.8%

差別をしてはいけない
と注意し，お互いよく
話し合う

         45.0%

何も言わないで
そのままにしておく
        27.3%

  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

「差別をしてはいけないと注意し，お互いよく話し合う」（45.0％）が最も高く，次いで，

「何も言わないでそのままにしておく」（27.3％）となっている。また，「同和問題にかか

わらない方がいい言う」が 5.8％，「わからない」が 18.5％となっている。 

なお，前々回の調査とは質問文・選択肢が異なるため単純な比較はできないものの，「差

別をしてはいけないと注意し，お互いよく話し合う」の割合は少し高くなっている。 

 

 
考  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

参

N=3432不明・無回答
3.7%

その他
4.7%

わからない
19.9%

そういった問題に
はかかわらない
方がいいという
      8.2%

差別をしてはいけ
ないと注意し，
お互いよく話し合う

       40.5%

何もいわないで
そのままに
しておく
      23.1%

  

前々回（平成７年調査） 
『あなたの身近な人が「同和地区の人」に対して差別的な発言をしたり，態度を示したりした場合』※ 

※今回調査の質問文・選択肢と若干の相違がある。（数値は再集計後） 



 

 

 

 
 性別・年齢別  

 
 

40.6%

43.3%

45.8%

48.3%

44.4%

51.1%

44.6%

45.7%

45.0%

26.9%

26.5%

29.0%

24.2%

26.9%

27.3%

6.7%

19.7%

18.5%

18.1%

18.5%

18.5%

17.8%

20.8%

15.8%

18.5%

6.4%

32.3%

25.9%

28.6%

3.7%

6.4%

8.4%

4.6%

4.2%

4.9%

7.1%

5.8%

3.4%

2.5%

2.2%

0.5%

1.5%

2.8%

2.8%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上 N=234

60歳代 N=238

50歳代 N=238

40歳代 N=178

30歳代 N=189

20歳代 N=135

女性 N=677

男性 N=532

全体 N=1225

差別をしてはいけないと注意し，お互いよく話し合う 何も言わないでそのままにしておく

同和問題にはかかわらない方がいいと言う わからない

不明・無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別でみると，男女とも「差別をしてはいけないと注意し，お互いよく話し合う」が最も

高く，男性が 45.7％，女性が 44.6％と，ほぼ同率となっている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「差別をしてはいけないと注意し，お互いよく話し合

う」が最も高く，20 歳代では過半数となっている。 
 



 

 
 

③ 仮に，あなたの身近な人から「同和地区出身者との結婚について，親から強い反対を受けている」

と相談を受けた場合（○は１つ） 
 

 
N=1225

不明・無回答

3.4%わからない

9.5%

結婚に反対だと言う

1.8%

家族の強い反対もあ
るのだから，慎重に
考えてはどうかと言う

          21.0%

結婚に出身地は関係
がないのだから，結婚
すればよいと言う

           17.4%

二人の意志が固い
ようであれば，結婚
すればよいと言う
           46.9%

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「二人の意志が固いようであれば，結婚すればよいと言う」（46.9％）が最も高く，「結

婚に出身地は関係がないのだから，結婚すればよいと言う」（17.4％）を合わせると，結婚

を勧める人は 64.3％と６割を超えている。一方，「家族の強い反対もあるのだから，慎重

に考えてはどうかと言う」（21.0％）と慎重な対応を勧める人は，約２割となっている。 

また，「結婚に反対だと言う」が 1.8％，「わからない」が 9.5％となっている。 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別  

  

14.1%

11.3%

17.6%

14.6%

20.1%

34.8%

13.6%

22.7%

17.4%

37.6%

48.7%

49.6%

53.9%

46.2%

46.9%

21.9%

15.6%

17.9%

10.9%

9.2%

6.2%

4.2%

3.7%

11.4%

6.8%

9.5%

6.4%

49.7%

44.4%

48.7%

22.2%

21.0%

19.7%

24.3%

24.4%

16.9%

21.0%

4.2%

1.6%

1.7%

1.3%

1.1%

1.6%

2.1%

1.8%

3.8%

2.5%

2.2%

1.5%

2.8%

2.8%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上 N=234

60歳代 N=238

50歳代 N=238

40歳代 N=178

30歳代 N=189

20歳代 N=135

女性 N=677

男性 N=532

全体 N=1225

結婚に出身地は関係がないのだから，結婚すればよいと言う 二人の意志が固いようであれば，結婚すればよいと言う

家族の強い反対もあるのだから，慎重に考えてはどうかと言う 結婚に反対だと言う

わからない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると，男女とも「二人の意志が固いようであれば，結婚すればよいと言う」が最

も高くなっている。また，結婚を勧める人は，男性では 71.4％，女性では 59.8％と，男

性の方が 10 ポイント以上高くなっている。 

    

年齢別でみると，すべての年齢層で「二人の意志が固いようであれば，結婚すればよいと

言う」が最も高くなっている。また，結婚を勧める人は，70 歳以上では 51.7％となって

いるのに対して，20 歳代では 79.2％と，年齢が低いほど高くなる傾向が見られる。 

 



 

同和問題と解決に必要な取組 
 

問 15 同和問題について，現在，特に問題となっているのはどのようなことだと思いますか。 
（○はいくつでも） 

 

 

N=1225

23.8%

27.8%

8.3%

6.3%

18.1%

15.0%

5.6%

6.0%

18.9%

4.7%

32.1%

46.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

結婚への周囲の反対

就職・職場での不利な扱い

差別的な発言

差別的な落書き

結婚や就職などの際の身元調査

インターネット上の差別的な情報の掲載

和地区住民との交流や交際を避けること

えせ同和行為

その他

特に問題なし

わからない

不明・無回答

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「結婚への周囲の反対」（46.4％）が最も高く約５割となっている。次いで，「結婚や就

職などの際の身元調査」（32.1％），「差別的な発言」（27.8％），「就職・職場での不利な扱

い」（23.8％）となっている。 

 

 

 
 
 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                                （％） 
 

結
婚
へ
の
周
囲
の
反
対 

就
職
・
職
場
で
の
不
利
な
扱
い 

差
別
的
な
発
言 

差
別
的
な
落
書
き 

結
婚
や
就
職
な
ど
の
際
の
身
元

調
査 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
的

な
情
報
の
掲
載 

同
和
地
区
住
民
と
の
交
流
や
交

際
を
避
け
る
こ
と 

え
せ
同
和
行
為 

そ
の
他 

特
に
問
題
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 46.4 23.8 27.8 8.3 32.1 6.3 18.1 15.0 5.6 6.0 18.9

男性 N=532 41.7 25.2 28.8 10.2 32.7 7.0 19.5 21.8 6.8 6.2 15.8

女性 N=677 50.4 23.0 27.3 6.9 31.8 5.9 16.8 10.0 4.9 5.9 21.6

20歳代 N=135 34.8 31.9 37.0 10.4 27.4 6.7 23.7 10.4 5.9 3.7 20.7

30歳代 N=189 49.2 23.8 34.9 14.3 34.9 9.5 24.3 23.3 9.5 2.6 19.0

40歳代 N=178 50.6 28.1 34.8 8.4 34.3 9.0 19.1 16.9 9.0 5.6 11.2

50歳代 N=238 53.8 31.1 31.1 10.5 35.3 8.0 14.7 17.2 5.0 5.9 17.2

60歳代 N=238 47.1 16.8 20.6 4.6 30.7 3.4 16.0 12.2 4.2 8.8 21.0

70歳以上 N=234 39.7 16.2 15.8 3.8 29.1 3.0 14.1 11.1 2.1 7.7 23.9

 

性別でみると，男女とも「結婚への周囲の反対」が最も高く，女性の方が 10 ポイント近

く高く，５割を超えている。一方，「えせ同和行為」については，男性の方が 10 ポイント

以上高くなっている。 

 

年齢別でみると，ほぼすべての年齢層で「結婚への周囲の反対」が最も高くなっている。 

また，年齢が低いほど「差別的な発言」が高くなる傾向が見られ，「同和地区住民との交

流や交際を避けること」については，20 歳代及び 30 歳代と 50 歳代以上で差が見られる。 

 

 



 

 
 
 
問 16 同和問題を解決するために，特に必要なことはどのようなことだと思いますか。 

（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

28.5%

21.9%

18.0%

6.5%

5.6%

13.9%

3.8%

52.9%

16.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

和問題が正しく理解されるための教育･啓発活動の推進

同和問題について，自由な意見交換ができる環境づくり

　　えせ同和行為を防止する取組の充実

同和問題についての人権相談体制の充実

和問題や差別のことを口に出さないで，そっとしておくこと

その他

特に必要なことはなし

わからない

不明・無回答

 
 

 

同 
 
 
 
 
 
 

同
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

「同和問題が正しく理解されるための教育・啓発活動の推進」（52.9％）が最も高く５割

を超えている。次いで，「同和問題について，自由な意見交換ができる環境づくり」（28.5％），

「えせ同和行為を防止する取組の充実」（21.9％）となっている。 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                          （％） 

 

同
和
問
題
が
正
し
く
理
解
さ
れ
る
た

め
の
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進 

同
和
問
題
に
つ
い
て
，
自
由
な
意
見
交

換
が
で
き
る
環
境
づ
く
り 

え
せ
同
和
行
為
を
防
止
す
る
取
組
の

充
実 

同
和
問
題
に
つ
い
て
の
人
権
相
談
体

制
の
充
実 

同
和
問
題
や
差
別
の
こ
と
を
口
に
出

さ
な
い
で
，
そ
っ
と
し
て
お
く
こ
と 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 52.9 28.5 21.9 18.0 16.5 6.5 5.6 13.9 

男性 N=532 51.1 29.5 27.6 18.6 16.4 8.8 6.8 12.2 

女性 N=677 54.9 27.9 17.7 17.7 16.7 4.9 4.9 15.2 

20歳代 N=135 59.3 25.2 13.3 14.8 13.3 6.7 2.2 13.3 

30歳代 N=189 58.7 26.5 29.6 22.2 12.2 11.1 2.6 13.2 

40歳代 N=178 60.1 29.2 27.5 20.8 14.6 8.4 3.9 10.1 

50歳代 N=238 52.9 29.8 24.4 19.3 11.3 8.8 8.8 12.6 

60歳代 N=238 47.9 34.5 18.9 16.4 20.6 3.8 6.3 15.5 

70歳以上 N=234 45.3 24.4 17.5 15.0 24.4 2.1 7.7 17.5 

 

性別でみると，男女とも「同和問題が正しく理解されるための教育・啓発活動の推進」が

最も高く５割を超えている。また，「えせ同和行為を防止する取組の充実」については，男

性の方が 10 ポイント近く高くなっている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「同和問題が正しく理解されるための教育・啓発活動

の推進」が最も高く，40 歳代では６割を超えている。 

また，60 歳代以上では「同和問題や差別のことを口に出さないで，そっとしておくこと」

が２割となっている。 
 



 

外国人・外国籍市民に関する人権上の問題と解決に必要な取組 
 

問 17 外国人・外国籍市民に関する人権上の問題について，現在，特に問題となっているのは

どのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

32.7%

5.5%

29.2%

21.2%

22.5%

2.8%

7.1%

20.2%

5.6%

41.9%

7.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

生活習慣などの理解不足による地域社会の受入れの不十分さ

就職や仕事の内容，待遇などでの不利な扱い

店や施設の利用，サービス提供の拒否

アパートなどの住宅への入居が困難なこと

じろじろ見られたり，避けられたりすること

国籍を理由にした結婚への周囲の反対

本名では差別や不利益を受けるため，通称名を使う人が多いこと

その他

特に問題なし

わからない

不明・無回答

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「生活習慣などの理解不足による地域社会の受入れの不十分さ」（41.9％）が最も高くな

っている。次いで，「就職や仕事の内容，待遇などでの不利な扱い」（32.7％），「アパート

などの住宅への入居が困難なこと」（29.2％）となっている。 

 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                               （％） 
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，
避
け
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た

り
す
る
こ
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国
籍
を
理
由
に
し
た
結
婚
へ
の
周
囲

の
反
対 

本
名
で
は
差
別
や
不
利
益
を
受
け
る

た
め
，
通
称
名
を
使
う
人
が
多
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 41.9 32.7 5.5 29.2 7.8 21.2 22.5 2.8 7.1 20.2

男性 N=532 47.2 33.6 6.2 29.3 8.3 19.5 23.3 3.2 8.1 17.5

女性 N=677 38.3 31.9 5.0 29.2 7.7 22.9 22.3 2.5 6.5 22.3

20歳代 N=135 42.2 36.3 5.2 34.8 11.9 21.5 24.4 4.4 5.9 14.8

30歳代 N=189 46.0 39.2 13.2 39.2 11.6 28.0 25.9 2.6 3.7 15.3

40歳代 N=178 43.8 43.8 3.4 38.8 6.7 27.5 30.9 4.5 6.2 11.2

50歳代 N=238 47.5 36.6 7.1 31.9 8.8 22.7 26.9 2.9 6.3 19.3

60歳代 N=238 42.4 23.1 2.1 18.5 5.0 17.2 18.1 2.1 8.8 23.9

70歳以上 N=234 31.6 22.2 3.0 18.8 5.6 14.1 13.2 1.3 10.7 31.2

 

性別でみると，男女とも「生活習慣などの理解不足による地域社会の受入れの不十分さ」

が最も高く，男性の方が 10 ポイント近く高くなっている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「生活習慣などの理解不足による地域社会の受入れの

不十分さ」が最も高くなっている。 

また，「就職や仕事の内容，待遇などでの不利な扱い」や「アパートなどの住宅への入居

が困難なこと」については，50 歳代以下と 60 歳代以上の年齢層で差が見られる。 

 

 

 



 

 
 
 

問 18 外国人・外国籍市民の人権が守られるために，特に必要なことはどのようなことだと思い

ますか。（○はいくつでも） 
 
 

 

N=1225

32.7%

39.7%

32.8%

31.1%

3.3%

3.4%

13.6%

5.2%

20.5%

40.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

国際理解・国際協調精神のかん養

日本人と外国人・外国籍市民との交流の機会の充実

地域社会の一員であるという理解の普及

不法な就労や雇用などに対する取締りや罰則の強化

外国人・外国籍市民のための人権相談体制の充実

外国語による生活上の情報の提供

その他

特に必要なことはなし

わからない

不明・無回答

  
 
 
 
 
外国人・外国籍市民も， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

「国際理解・国際協調精神のかん養」（40.9％）が最も高く，「外国人・外国籍市民も，

地域社会の一員であるという理解の普及」（39.7％）がほぼ同率で続いている。次いで，「不

法な就労や雇用などに対する取締りや罰則の強化」（32.8％），「日本人と外国人・外国籍市

民との交流の機会の充実」（32.7％）となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                            （％） 

 国
際
理
解
・
国
際
協
調
精
神
の
か
ん
養 

日
本
人
と
外
国
人
・
外
国
籍
市
民
と
の

交
流
の
機
会
の
充
実 

外
国
人
・
外
国
籍
市
民
も
，
地
域
社
会

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
理
解
の
普
及 

不
法
な
就
労
や
雇
用
な
ど
に
対
す
る

取
締
り
や
罰
則
の
強
化 

外
国
人
・
外
国
籍
市
民
の
た
め
の
人
権

相
談
体
制
の
充
実 

外
国
語
に
よ
る
生
活
上
の
情
報
の
提

供 そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 40.9 32.7 39.7 32.8 20.5 31.1 3.3 3.4 13.6 

男性 N=532 43.0 36.8 41.0 34.0 18.8 28.9 4.7 4.9 11.8 

女性 N=677 39.7 29.8 39.1 32.3 22.2 33.2 2.2 2.4 14.6 

20歳代 N=135 37.8 36.3 35.6 39.3 14.1 32.6 5.9 2.2 12.6 

30歳代 N=189 41.8 44.4 41.3 43.4 29.6 41.8 4.2 1.1 6.9 

40歳代 N=178 44.4 28.1 43.3 36.0 22.5 38.2 3.9 5.1 6.2 

50歳代 N=238 47.5 30.7 45.8 30.7 25.6 31.9 3.8 4.2 13.4 

60歳代 N=238 37.4 31.9 41.2 27.3 16.8 24.4 1.7 2.9 13.9 

70歳以上 N=234 37.2 28.2 31.2 26.9 14.5 23.1 1.7 4.7 24.4 

 

性別でみると，男女とも「国際理解・国際協調精神のかん養」が最も高く，「外国人・外

国籍市民も，地域社会の一員であるという理解の普及」もほぼ同率となっている。また，「日

本人と外国人・外国籍市民との交流の機会の充実」については，男性の方が高くなっている。 

 

年齢別でみると，20 歳代では「不法な就労や雇用などに対する取締りや罰則の強化」が，

30 歳代では「日本人と外国人・外国籍市民との交流の機会の充実」が，40 歳代，50 歳

代，70 歳以上では「国際理解・国際協調精神のかん養」が，60 歳代では「外国人・外国

籍市民も，地域社会の一員であるという理解の普及」がそれぞれ最も高くなっている。 

 

 



 

感染症患者等に関する人権上の問題と解決に必要な取組 
 

問 19 感染症患者等（HIV 感染者，ハンセン病患者など）に関する人権上の問題について，現在，

特に問題となっているのはどのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

37.1%

24.6%

21.1%

29.0%

1.4%

2.6%

22.6%

5.1%

43.7%

47.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

結婚への周囲の反対

職場や学校での不利な扱い

病院での治療や入院の拒否

店や施設の利用，サービス提供の拒否

病気の情報が他人に伝えられるなど，ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰの侵害

ろの付き合いを断わられたり，避けられたりすること

その他

特に問題なし

わからない

不明・無回答

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

日ご 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

「病気の情報が他人に伝えられるなど，プライバシーの侵害」（47.9％）が最も高く約５

割となっている。次いで「結婚への周囲の反対」（43.7％），「職場や学校での不利な扱い」

（37.1％）となっている。 

 

 
 
 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                             （％） 

 結
婚
へ
の
周
囲
の
反
対 

職
場
や
学
校
で
の
不
利
な
扱
い 

病
院
で
の
治
療
や
入
院
の
拒
否 

店
や
施
設
の
利
用
，
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
拒
否 

病
気
の
情
報
が
他
人
に
伝
え
ら
れ

る
な
ど
，
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害 

日
ご
ろ
の
付
き
合
い
を
断
わ
ら
れ

た
り
，
避
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 43.7 37.1 24.6 21.1 47.9 29.0 1.4 2.6 22.6 

男性 N=532 40.0 36.8 21.6 19.9 49.2 29.1 1.3 2.6 22.2 

女性 N=677 47.1 37.8 27.0 22.2 47.6 29.2 1.5 2.7 23.0 

20歳代 N=135 32.6 39.3 20.0 20.7 54.1 34.8 ― ― 19.3 

30歳代 N=189 45.0 43.9 31.7 22.2 66.7 43.4 1.6 0.5 13.2 

40歳代 N=178 50.6 42.7 32.0 29.2 61.8 34.8 1.7 1.7 11.8 

50歳代 N=238 46.6 45.4 29.4 25.2 47.1 32.4 2.9 3.8 23.9 

60歳代 N=238 45.4 32.8 19.3 18.1 39.5 19.7 1.3 3.8 27.7 

70歳以上 N=234 40.2 23.1 16.2 13.2 29.5 16.2 0.4 4.3 33.8 

 
性別でみると，男女とも「病気の情報が他人に伝えられるなど，プライバシーの侵害」が

最も高くなっている。また，「結婚への周囲の反対」については，女性の方が高くなってい

る。 

 

年齢別でみると，20 歳代から 50 歳代では「病気の情報が他人に伝えられるなど，プラ

イバシーの侵害」が，60 歳代以上では「結婚での周囲の反対」が最も高くなっている。 

また，「病気の情報が他人に伝えられるなど，プライバシーの侵害」や「日ごろの付き合

いを断わられたり，避けられたりすること」については，50 歳代以下と 60 歳代以上の年

齢層で差が見られる。 

 



 

 
 
 
問20 感染症患者等の人権が守られるために，特に必要なことはどのようなことだと思いますか。

（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

45.7%

43.3%

30.9%

1.1%

1.6%

10.4%

4.3%

34.3%

77.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

疾病や感染予防に関する正しい知識の普及

感染 者などへの偏見や差別をなくす教育･啓発活動の推進

感染症患者などのプライバシーの保護

雇用主への啓発の充実など，安心して就労できる環境の整備

感染症患者などのための人権相談・支援体制の充実

その他

特に必要なことはなし

わからない

不明・無回答

 
 
 

症患
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

「疾病や感染予防に関する正しい知識の普及」（77.1％）が最も高く約８割となっている。

次いで，「感染症患者などへの偏見や差別をなくす教育・啓発活動の推進」（45.7％），「感

染症患者などのプライバシーの保護」（43.3％）となっている。 

 

 

 

 
 
 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                         （％） 

 疾
病
や
感
染
予
防
に
関
す
る
正
し
い

知
識
の
普
及 

感
染
症
患
者
な
ど
へ
の
偏
見
や
差
別

を
な
く
す
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進 

感
染
症
患
者
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護 

雇
用
主
へ
の
啓
発
の
充
実
な
ど
，
安
心

し
て
就
労
で
き
る
環
境
の
整
備 

感
染
症
患
者
な
ど
の
た
め
の
人
権
相

談
・
支
援
体
制
の
充
実 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 77.1 45.7 43.3 30.9 34.3 1.1 1.6 10.4 

男性 N=532 73.7 43.2 40.2 28.6 31.2 1.3 2.1 11.1 

女性 N=677 80.9 48.2 46.4 33.1 37.1 1.0 1.2 9.6 

20歳代 N=135 80.0 49.6 42.2 34.1 28.9 0.7 ― 7.4 

30歳代 N=189 87.8 45.5 52.9 36.0 39.2 2.6 ― 5.8 

40歳代 N=178 83.7 46.1 46.1 30.9 34.8 1.1 1.1 4.5 

50歳代 N=238 83.2 49.6 45.4 42.0 41.2 1.3 2.9 8.8 

60歳代 N=238 73.5 44.5 37.4 25.6 33.2 0.4 1.7 13.4 

70歳以上 N=234 61.5 41.5 39.3 19.7 27.8 0.9 2.6 18.4 

 

性別でみると，男女とも「疾病や感染予防に関する正しい知識の普及」が最も高く，女性

では８割を超えている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「疾病や感染予防に関する正しい知識の普及」が最も

高く，30 歳代から 50 歳代では８割を超えている。 
 

 



 

ホームレスに関する人権上の問題と解決に必要な取組 
 

問 21 ホームレスに関する人権上の問題について，現在，特に問題となっているのはどのような

ことだと思いますか。（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

33.6%

16.2%

3.6%

2.6%

17.9%

4.7%

57.4%

32.7%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ホームレスに対する誤解や偏見

通行人など，周囲の人からの嫌がらせや暴力

医療機関における診療拒否などの差別的な扱い

就職することが難しく，経済的な自立生活が営めないこと

アパートなどの住宅への入居が困難なこと

その他

特に問題なし

わからない

不明・無回答

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「就職することが難しく，経済的な自立生活が営めないこと」（57.4％）が最も高く約６

割となっている。次いで，「通行人など，周囲の人からの嫌がらせや暴力」（33.6％），「ア

パートなどの住宅への入居が困難なこと」（33.3％），「ホームレスに対する誤解や偏見」

（32.7％）となっている。 
 

 

 

 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                         （％） 

 ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見 

通
行
人
な
ど
，
周
囲
の
人
か
ら
の
嫌
が

ら
せ
や
暴
力 

医
療
機
関
に
お
け
る
診
療
拒
否
な
ど

の
差
別
的
な
扱
い 

就
職
す
る
こ
と
が
難
し
く
，
経
済
的
な

自
立
生
活
が
営
め
な
い
こ
と 

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
宅
へ
の
入
居
が

困
難
な
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 32.7 33.6 16.2 57.4 33.3 3.6 2.6 17.9 

男性 N=532 37.0 33.5 18.4 57.3 32.3 4.9 3.0 15.0 

女性 N=677 29.4 34.1 14.6 58.2 34.6 2.5 2.4 20.1 

20歳代 N=135 32.6 46.7 13.3 67.4 28.9 2.2 3.7 12.6 

30歳代 N=189 27.0 42.3 17.5 60.8 36.0 2.6 2.6 12.7 

40歳代 N=178 28.1 35.4 16.3 59.6 33.7 4.5 2.2 14.6 

50歳代 N=238 33.2 36.1 22.3 60.5 37.8 4.6 3.8 16.0 

60歳代 N=238 34.5 25.2 12.6 58.8 33.2 3.4 2.1 21.0 

70歳以上 N=234 38.5 24.4 14.5 44.0 29.9 3.4 1.7 26.5 

 

性別でみると，男女とも「就職することが難しく，経済的な自立生活が営めないこと」が

最も高く約６割となっている。また，「ホームレスに対する誤解や偏見」については，男性

の方が高くなっている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「就職することが難しく，経済的な自立生活が営めな

いこと」が最も高くなっている。 

また，年齢が低いほど「通行人など，周囲の人からの嫌がらせや暴力」が高くなる傾向が

見られる。 
 

 



 

 
 
 
問 22 ホームレスの人権が守られるために，特に必要なことはどのようなことだと思いますか。 

（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

47.0%

51.1%

32.6%

4.9%

13.6%

3.9%

4.2%

24.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ｰﾑﾚｽへの誤解や偏見を解消するための教育・啓発活動の推進

安定した住居の確保

雇用主に対する啓発活動による就業機会の確保

ホームレスのための人権相談体制の充実

その他

特に必要なことはなし

わからない

不明・無回答

 
 

 

ﾎ
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

「雇用主に対する啓発活動による就業機会の確保」（51.1％）が最も高く５割を超え，「安

定した住居の確保」（47.0％）がほぼ同率で続いている。次いで，「ホームレスのための人

権相談体制の充実」（32.6％）となっている。 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                     （％） 

 ホ
ー
ム
レ
ス
へ
の
誤
解
や
偏
見
を
解
消

す
る
た
め
の
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進 

安
定
し
た
住
居
の
確
保 

雇
用
主
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
よ
る
就

業
機
会
の
確
保 

ホ
ー
ム
レ
ス
の
た
め
の
人
権
相
談
体
制

の
充
実 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 24.9 47.0 51.1 32.6 4.2 4.9 13.6 

男性 N=532 28.6 44.4 49.1 32.9 5.3 6.0 12.6 

女性 N=677 22.3 49.6 53.2 32.6 3.5 4.0 14.3 

20歳代 N=135 21.5 35.6 58.5 28.9 3.7 4.4 8.9 

30歳代 N=189 20.1 47.1 59.8 28.6 4.8 7.4 12.2 

40歳代 N=178 25.8 44.4 50.6 33.7 6.2 4.5 11.8 

50歳代 N=238 26.5 51.7 57.6 33.2 5.9 5.9 8.8 

60歳代 N=238 26.9 50.8 46.6 31.1 3.8 4.6 16.4 

70歳以上 N=234 26.9 48.3 38.9 38.5 1.7 2.6 20.9 

 

性別でみると，男女とも「雇用主に対する啓発活動による就業機会の確保」が最も高くな

っている。 

 

年齢別でみると，20 歳代から 50 歳代では「雇用主に対する啓発活動による就業機会の

確保」が，60 歳代以上では「安定した住居の確保」が最も高くなっている。 

 



 

インターネットでの人権問題の解決に必要な取組 
 

問 23 インターネットの普及に伴い，様々な人権問題（個人の実名や，個人に対する誹謗・中傷，

差別を助長する情報の掲載）が増加しています。このような問題を解決するために，特に

必要なことはどのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

41.6%

32.0%

2.4%

1.0%

12.4%

5.6%

63.7%
39.4%

19.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用者やﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰに対する教育･啓発活動の推進

不適切な情報発信者に対する監視・取締りの強化

 ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰや掲示板等の管理者への情報の停止･削除の要請

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄにより人権侵害を受けた人のための相談体制の充実

表現の自由にもかかわる問題であり，慎重な対応が必要

その他

特に必要なことはなし

わからない

不明・無回答

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

「不適切な情報発信者に対する監視・取締りの強化」（63.7％）が最も高く６割を超えて

いる。次いで，「プロバイダーや掲示板等の管理者への情報の停止・削除の要請」（41.6％），

「インターネット利用者やプロバイダーに対する教育・啓発活動の推進」（39.4％）となっ

ている。 



 

 
 

 
 性別・年齢別                                         （％） 

 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
や
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
に
対
す
る
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進 

不
適
切
な
情
報
発
信
者
に
対
す
る
監

視
・
取
締
り
の
強
化 

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や
掲
示
板
等
の
管
理
者

へ
の
情
報
の
停
止
・
削
除
の
要
請 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
人
権
侵
害
を

受
け
た
人
の
た
め
の
相
談
体
制
の
充
実 

表
現
の
自
由
に
も
か
か
わ
る
問
題
で
あ

り
，
慎
重
な
対
応
が
必
要 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
し 

わ
か
ら
な
い 

全体 N=1225 39.4 63.7 41.6 32.0 19.5 2.4 1.0 12.4 

男性 N=532 37.8 63.2 43.2 33.6 17.3 3.6 1.3 12.0 

女性 N=677 41.2 64.8 41.2 31.0 21.6 1.5 0.7 12.7 

20歳代 N=135 37.8 64.4 43.7 30.4 24.4 3.0 1.5 8.1 

30歳代 N=189 41.3 74.1 53.4 39.2 19.6 3.2 0.5 4.8 

40歳代 N=178 44.4 70.8 47.8 34.3 17.4 2.2 0.6 3.4 

50歳代 N=238 39.1 65.5 49.2 32.4 20.2 2.9 ― 12.6 

60歳代 N=238 42.0 63.4 37.4 31.9 21.0 1.7 1.3 14.7 

70歳以上 N=234 33.8 49.1 24.8 25.6 16.7 1.7 2.1 25.6 

 

性別でみると，男女とも「不適切な情報発信者に対する監視・取締りの強化」が最も高く

６割を超えている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「不適切な情報発信者に対する監視・取締りの強化」

が最も高く，30 歳代，40 歳代では７割を超えている。 
 



 

関心のある人権課題 
 

問 24 次の人権課題の中で，現在，あなたが関心を持っているものはどれですか。（○はいくつでも） 

 

N=1225

45.2%

39.3%

13.1%

17.2%

12.3%

8.2%

22.6%

13.7%

5.2%

23.7%

23.1%

10.4%

1.1%

4.9%

4.0%

47.6%

29.8%

18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性

子ども

高齢者

障害のある人

同和問題

外国人・外国籍市民

感染症患者等

ホームレス

性同一性障害者，同性愛などの性的指向

犯罪被害者等

刑を終えて出所した人

アイヌの人々

プライバシーの侵害

インターネットによる人権侵害

婚外子や母子（父子）家庭

その他

何もなし

不明・無回答

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「高齢者」（47.6％）が最も関心が高く，次いで「子ども」（45.2％），「障害のある人」

（39.3％），「女性」（29.8％）となっている。 

また，「プライバシーの侵害」（23.7％），「インターネットによる人権侵害」（23.1％），

「犯罪被害者等」（22.6％）など，新たな人権課題にも関心が集まっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

参考
 

16.9%

18.8%

19.0%

20.7%

21.1%

24.7%

25.4%

31.1%

40.6%

50.2%

50.9%

51.8%

44.0%

45.7%

36.0%

41.4%

44.0%

46.5%

39.2%

38.9%

39.7%

35.2%

27.1%

9.2%

8.2%

6.7%

4.7%

48.2%

45.8%

45.9%

10.9%

18.0%

28.2%

30.7%

42.2%

33.1%

34.5%

2.4%

2.3%

2.7%

2.3%

2.4%

2.4%

2.7%

2.0%

1.4%

2.0%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

刑を終えて出所した人

アイ ヌ

婚外子

外国人労働者

在日韓国・朝鮮人

同和地区

HIV感染者

女性

高齢者

子ども

障害者

関心がある 少し関心がある 関心がない 無回答

前回（平成 12 年調査） 

『次にあげた人権問題について，あなたはどの程度関心がありますか。』※ 

※今回調査の質問文・選択肢と若干の相違がある。 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                                        （％） 

 女
性 

子
ど
も 

高
齢
者 

障
害
の
あ
る
人 

同
和
問
題 

外
国
人
・
外
国
籍
市
民 

感
染
症
患
者
等 

ホ
ー
ム
レ
ス 

性
同
一
性
障
害
者
，
同
性

愛
な
ど
の
性
的
指
向 

犯
罪
被
害
者
等 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人 

ア
イ
ヌ
の
人
々 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

人
権
侵
害 

婚
外
子
や
母
子
（
父
子
）

家
庭 

そ
の
他 

何
も
な
い 

全体 N=1225 29.8 45.2 47.6 39.3 18.2 13.1 17.2 12.3 8.2 22.6 13.7 5.2 23.7 23.1 10.4 1.1 4.9

男性 N=532 20.7 42.7 43.8 41.0 20.5 16.0 18.6 16.5 8.5 23.1 14.1 5.6 24.8 25.9 9.6 1.5 5.8

女性 N=677 37.5 48.2 51.1 38.4 16.4 10.9 16.1 8.9 8.1 22.7 13.4 5.0 23.3 21.4 11.2 0.7 4.0

20歳代 N=135 43.7 41.5 31.9 35.6 19.3 14.1 17.0 9.6 15.6 29.6 17.0 6.7 25.2 25.9 13.3 0.7 5.2

30歳代 N=189 41.3 53.4 37.6 38.6 16.4 15.9 16.9 7.4 11.1 31.2 16.9 5.8 27.5 32.3 18.0 1.6 4.8

40歳代 N=178 36.5 50.6 34.3 41.0 20.8 19.1 18.0 11.2 7.9 21.3 7.9 5.1 24.7 29.2 9.6 1.1 2.8

50歳代 N=238 28.6 45.4 55.5 44.1 17.6 15.1 17.2 14.3 7.6 24.8 9.7 6.3 30.7 24.8 11.3 0.4 4.2

60歳代 N=238 21.8 44.5 54.2 42.0 19.7 10.5 18.9 16.0 8.0 18.5 15.5 5.0 22.3 17.2 9.7 2.5 4.6

70歳以上 N=234 17.9 39.3 61.5 33.8 15.8 6.4 15.0 12.4 3.0 15.8 15.8 3.4 14.5 15.0 3.4 ― 6.8

 

性別でみると，男女とも「高齢者」が最も高く，次いで「子ども」，「障害のある人」とな

っている。「女性」については，女性の方が 20 ポイント近く高くなっている。 

また，「高齢者」については，女性の方が高く，「ホームレス」については，男性の方が高

くなっている。 

 

年齢別でみると，20 歳代では「女性」が，30 歳代，40 歳代では「子ども」が，50 歳

代以上では「高齢者」が最も高くなっており，「子ども」，「障害のある人」については，ほ

ぼすべての年齢層で高くなっている。 

また，年齢が低いほど「女性」が高くなる傾向が見られ，50 歳代以上では「高齢者」が

高くなっている。 

 



 

人権侵害の経験と対応 
 

問 25 今までに自分の人権が侵害されたと思われたことはありますか。（○は１つ） 
 

N=1225
不明・無回答

10.2%
ある

17.1%

ない

72.7%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

「ある」が 17.1％で，今までに人権侵害を受けた経験のある人は約２割となっている。

一方，「ない」が 72.7％となっている。 

なお，前回，前々回の調査とは質問文が異なるため単純な比較はできないものの，「ある」

の割合は大幅に低くなっている。 
 

 

 

『あなたは他人から差別的な扱いを受け，忘れられ

ないような思いをしたことがありますか』※ 

 

 

 

 

  

 
N=3432

不明・
無回答

4.1%

ある
25.3%

ない
70.6%

 

 
 

 
 

※今回調査

 

 

『あなたは他人から差別的な扱いを受けたことが

ありますか』※ 
 々回（平成７年調査）前
 

 前回（平成 12 年調査）
参考
N=3620

不明・
無回答

1.4%
ある
31.1%

ない
67.5%

 

の質問文と若干の相違がある。（前々回の数値は再集計後） 



 

 

 

  
 性別・年齢別  

 

7.7%

11.3%

15.5%

24.2%

27.0%

24.4%

18.5%

15.8%

17.1%

72.6%

79.8%

77.7%

69.7%

72.1%

72.7%

6.2%

6.7%

65.1%

68.9%

74.4%

19.7%

8.8%

6.7%

7.9%

9.5%

9.8%

10.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上 N=234

60歳代 N=238

50歳代 N=238

40歳代 N=178

30歳代 N=189

20歳代 N=135

女性 N=677

男性 N=532

全体 N=1225

ある ない 不明・無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別でみると，人権侵害を受けた経験のある人は，男性では 15.8％，女性では 18.5％

となっている。 

 

年齢別でみると，人権侵害を受けた経験のある人は，20 歳代から 40 歳代では 20％台

となっている。 

 
 



 

 
 
 

問 25-1 A：人権侵害の内容 Ｂ：相談先 Ｃ：相談の結果 Ｄ：解決に最も役に立った相談先 

（複数回答） 
 

 

N=209

5.7%

9.6%

10.5%

12.0%

17.7%

7.2%

4.3%

36.8%

39.2%

4.8%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40%

病院，施設などにおける虐待

ドメスティック・バイオレンス

公務員による不当な扱い

学校などにおける体罰，学校・職場などにおけるいじめ

ストーカー

セクシュアル・ハラスメント

出身地，国籍，障害などによる差別的な扱いや言動

あらぬ噂やかげ口などによる名誉・信用の侵害

プライバシーの侵害

その他

不明・無回答

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別， 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

人権侵害の内容については，「学校などにおける体罰，学校・職場などにおけるいじめ」

（39.2％）が最も高く，「あらぬ噂やかげ口などによる名誉・信用の侵害」（36.8％）がほ

ぼ同率となっている。 

 

相談先については，「友人・知人」（27.7％）が最も高く，次いで，「家族や親戚」（24.5％）

となっている。また，「黙って我慢」（27.4％）と「自分で対処」（19.4％）を合わせると，

誰にも相談していない人は 46.8％と約５割となっている。内容別に相談先をみると，「学

校等における体罰，学校・職場等におけるいじめ」では，「家族や親戚」（37.8％）が最も

高く，「あらぬ噂やかげ口などによる名誉・信用の侵害」では，「友人・知人」（39.0％）が

最も高くなっている。 

 

結果については，「未解決」が 55.1％，「解決」が 34.1％となっており，解決しないま

まの人が過半数となっている。 

 

解決に最も役に立った相談先については，「友人・知人」（18.7％）と「家族や親戚」

（17.8％）がともに約２割となっている。 



 

 
 
 

 問 25-１ Ａ：人権侵害の内容 Ｂ：相談先 Ｃ：相談の結果                          （％） 

B：相談先 Ｃ：結果

A：人権侵害の 

内容 

家
族
や
親
戚 

友
人
・
知
人 

学
校
や
職
場 

法
務
局 

人
権
擁
護
委
員 

市
役
所
や
区
役
所 

弁
護
士 

警
察 

専
門
機
関 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
団
体 

黙
っ
て
我
慢 

自
分
で
対
処 

不
明
・
無
回
答 

解
決 

未
解
決 

全体 N=314 24.5 27.7 13.4 1.6 0.3 1.3 4.5 4.5 1.6 0.6 27.4 19.4 6.4 34.1 55.1

病院，施設などに

おける虐待 
N=5 20.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 80.0 ― ― ― 80.0

ドメスティック・

バイオレンス 
N=12 33.3 25.0 ― 8.3 ― ― 25.0 16.7 8.3 ― 33.3 8.3 ― 50.0 41.7

公務員による不

当な扱い 
N=20 30.0 20.0 5.0 ― 5.0 5.0 5.0 ― ― ― 40.0 10.0 ― 300 70.0

学校等における体
罰，学校・職場等
におけるいじめ 

N=82 37.8 31.7 19.5 ― ― ― 1.2 1.2 1.2 1.2 24.4 24.4 1.2 45.1 48.8

ストーカー  N=10 10.0 50.0 20.0 ― ― ― 10.0 ― ― ― 20.0 ― 10.0 40.0 50.0

セクシュアル・ハ

ラスメント 
N=22 4.5 36.4 18.2 4.5 ― ― ― ― 4.5 ― 18.2 40.9 ― 45.5 50.0

性別，出身地，国
籍，障害等による差
別的な扱いや言動 

N=25 32.0 16.0 20.0 ― ― 4.0 ― ― ― ― 20.0 32.0 4.0 32.0 56.0

あらぬ噂やかげ
口などによる名
誉・信用の侵害 

N=77 22.1 39.0 15.6 2.6 ― 2.6 5.2 7.8 1.3 1.3 22.1 15.6 6.5 31.2 58.4

プライバシーの

侵害 
N=37 18.9 13.5 2.7 ― ― ― 5.4 8.1 2.7 ― 43.2 16.2 8.1 21.6 64.9

その他 N=15 6.7 13.3 6.7 6.7 ― ― 13.3 13.3 ― ― 40.0 20.0 ― 26.7 73.3

不明・無回答 N=9 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0 ― ―

 

 問 25-１ Ｄ：解決に最も役に立った相談先（Ｂから一つ）                    （％） 
 

家
族
や
親
戚 

友
人
・
知
人 

学
校
や
職
場 

法
務
局 

人
権
擁
護
委
員 

市
役
所
や
区
役
所 

弁
護
士 

警
察 

専
門
機
関 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
団
体 

黙
っ
て
我
慢 

自
分
で
対
処 

不
明
・
無
回
答 

  

全 体 N=314 24.5 27.7 13.4 1.6 0.3 1.3 4.5 4.5 1.6 ０.6 27.4 19.4 6.4   

解 決 N=107 17.8 18.7 7.5 1.9 ― ― 6.5 ― 1.9 ― 1.9 12.1 31.8   

 



 

 
 
 

問 25-2 仮に，あなたの人権が侵害されたとしたら，どのように対処されますか。 

※問 25 で「ない」と回答された方のみ（○はいくつでも） 
 

    

N=891

5.3%

10.7%

25.6%

26.2%

21.8%

20.0%

2.8%

4.9%

18.4%

1.7%

3.3%

38.9%
56.3%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族や親戚に相談

友人・知人に相談

学校や職場に相談

法務局に相談

人権擁護委員に相談

市役所や区役所に相談

弁護士に相談

警察に相談

専門機関に相談

ＮＰＯなど民間団体に相談

黙って我慢

自分で解決

その他

不明・無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

「家族や親戚に相談」（56.3％）が最も高く約６割となっており，次いで，「友人・知人

に相談」（38.9％）と，身近な人に相談する人が多い。 

また，「弁護士に相談」（26.2％），「市役所や区役所に相談」（25.6％），「警察に相談」

（21.8％），「人権擁護委員に相談」（21.4％）と続いている。 

 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                                    （％） 

 家
族
や
親
戚
に
相
談 

友
人
・
知
人
に
相
談 

学
校
や
職
場
に
相
談 

法
務
局
に
相
談 

人
権
擁
護
委
員
に
相
談 

市
役
所
や
区
役
所
に
相
談 

弁
護
士
に
相
談 

警
察
に
相
談 

専
門
機
関
に
相
談 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
団
体
に
相
談 

黙
っ
て
我
慢 

自
分
で
解
決 

そ
の
他 

全体 N=891 56.3 38.9 5.3 10.7 21.4 25.6 26.2 21.8 20.0 2.8 4.9 18.4 1.7

男性 N=396 41.2 35.1 6.8 17.7 26.8 28.5 35.4 24.7 14.1 3.3 4.8 24.0 2.0

女性 N=488 68.9 42.4 4.1 4.9 17.0 23.6 19.1 19.5 24.8 2.5 5.1 13.9 1.4

20歳代 N=93 61.3 55.9 6.5 7.5 9.7 10.8 19.4 19.4 15.1 3.2 9.7 28.0 2.2

30歳代 N=123 72.4 55.3 10.6 7.3 7.3 18.7 20.3 20.3 21.1 4.9 8.1 20.3 0.8

40歳代 N=124 61.3 54.0 7.3 6.5 13.7 20.2 21.8 18.5 20.2 4.8 6.5 22.6 4.0

50歳代 N=185 54.6 41.1 6.5 10.3 24.9 29.7 33.0 21.6 21.1 2.7 3.2 14.1 0.5

60歳代 N=190 49.5 26.8 1.6 13.7 28.4 31.1 27.9 23.2 23.7 1.6 2.1 18.4 1.6

70歳以上 N=170 48.8 18.8 2.4 14.7 31.8 32.9 28.8 25.3 16.5 1.2 4.1 13.5 1.8

 
性別でみると，男女とも「家族や親戚に相談」が最も高く，女性の方が 30 ポイント近く

高くなっている。また，「専門機関に相談」についても，女性の方が 10 ポイント以上高く

なっている。一方，「法務局に相談」，「弁護士に相談」，「自分で解決」については，男性の

方が 10 ポイント以上高く，「人権擁護委員に相談」についても，男性の方が 10 ポイント

近く高くなっている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「家族や親戚に相談」が最も高く，30 歳代では７割

を超えている。 

また，年齢が低いほど「友人・知人に相談」が高くなる傾向が見られ，年齢が高いほど「人

権擁護委員に相談」や「市役所や区役所に相談」が高くなっている。 

 



 

人権擁護に関する制度の認知 
 

問 26 人権を守るための制度などについて，あなたが知っているものを選んでください。 

（○はいくつでも） 
 

 

N=1225

27.3%

43.2%

33.8%

11.5%

0.7%

14.9%

8.4%

47.4%
32.5%

19.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

法務局による相談や救済措置

よる相談

市役所や区役所における相談

弁護士による相談

警察による相談

専門機関による相談

ＮＰ など民間団体による相談

その他

知っているものはなし

不明・無回答

 
 

 
 
 
人権擁護委員に 

 
 
 
 
 
 
Ｏ 
 
 

 

 

 

 

「弁護士による相談」（47.4％）が最も高く約５割となっており，次いで「市役所や区役

所における相談」（43.2％）となっている。また，「専門機関による相談」（33.8％），「警

察による相談」（32.5％）と続いている。 

 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                            （％）  

 法
務
局
に
よ
る
相
談
や
救
済
措
置 

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
相
談 

市
役
所
や
区
役
所
に
お
け
る
相
談 

弁
護
士
に
よ
る
相
談 

警
察
に
よ
る
相
談 

専
門
機
関
に
よ
る
相
談 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
団
体
に
よ
る
相
談 

そ
の
他 

知
っ
て
い
る
も
の
は
な
し 

全体 N=1225 19.8 27.3 43.2 47.4 32.5 33.8 11.5 0.7 14.9 

男性 N=532 26.1 32.5 43.4 48.7 32.3 27.3 12.6 0.9 14.3 

女性 N=677 14.9 23.3 43.4 47.3 33.4 39.4 10.6 0.6 15.7 

20歳代 N=135 8.1 15.6 31.9 45.9 31.1 40.7 12.6 1.5 20.7 

30歳代 N=189 13.2 13.2 41.8 49.2 31.2 40.2 18.0 1.1 21.2 

40歳代 N=178 16.3 20.8 46.6 50.6 34.3 38.8 16.3 ― 11.8 

50歳代 N=238 24.4 36.6 48.7 55.9 34.9 35.7 12.2 0.8 13.4 

60歳代 N=238 24.8 34.9 47.1 44.5 34.5 32.8 8.0 0.4 12.6 

70歳以上 N=234 24.8 33.3 39.3 40.6 30.3 20.9 4.7 0.9 13.7 

 

性別でみると，男女とも「弁護士による相談」が最も高くなっている。また，「法務局に

よる相談や救済措置」や「人権擁護委員による相談」については，男性の方が 10 ポイント

近く高くなっている。一方，「専門機関による相談」については，女性の方が 10 ポイント

以上高くなっている。 

 

年齢別でみると，20 歳代から 50 歳代，70 歳以上では「弁護士による相談」が，60

歳代では「市役所や区役所における相談」が最も高くなっている。 

また，50 歳代以上では「法務局による相談や救済措置」や「人権擁護委員による相談」

が高くなっている。一方，年齢が低いほど「専門機関による相談」が高くなる傾向が見られ

る。 

さらに，20 歳代，30 歳代では「知っているものはなし」が２割となっている。 
 



 

人権相談・救済に関する必要な取組 
 

問 27 人権侵害に対する相談や救済について，必要なことはどのようなことだと思いますか。 
（○はいくつでも） 

 

 

N=1225

18.4%

26.6%

2.9%

2.4%

9.6%

66.9%

48.8%

41.3%

24.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

相談員の資質向上など,既存の制度・サービスの充実

新たな相談・救済体制の整備

適切な相談機関・窓口の周知

人権を侵害した者に対する啓発活動の充実

人権を擁護するための法制度の整備による実効性ある救済

人権侵害への対処を学ぶ機会の充実

その他

特に必要なことはなし

不明・無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「適切な相談機関・窓口の周知」（66.9％）が最も高く約７割となっている。次いで，「相

談員の資質向上など，既存の制度・サービスの充実」（48.8％），「人権を擁護するための法

制度の整備による実効性のある救済」（41.3％）となっている。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 性別・年齢・人権侵害の経験別                                 （％） 

 相
談
員
の
資
質
向
上
な
ど
，
既
存

の
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

新
た
な
相
談
・
救
済
体
制
の
整
備 

適
切
な
相
談
機
関
・
窓
口
の
周
知 

人
権
を
侵
害
し
た
者
に
対
す
る
啓

発
活
動
の
充
実 

人
権
を
擁
護
す
る
た
め
の
法
制
度

の
整
備
に
よ
る
実
効
性
あ
る
救
済 

人
権
侵
害
へ
の
対
処
を
学
ぶ
機
会

の
充
実 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
し 

全体 N=1225 48.8 18.4 66.9 24.7 41.3 26.6 2.9 2.4 

男性 N=532 48.1 21.6 63.7 24.6 42.1 24.8 3.9 3.2 

女性 N=677 50.1 16.2 70.5 25.4 41.4 28.7 2.2 1.8 

20歳代 N=135 48.9 22.2 68.1 22.2 41.5 31.9 5.9 2.2 

30歳代 N=189 51.3 16.9 71.4 28.6 42.9 31.7 5.8 1.6 

40歳代 N=178 47.8 19.7 71.9 33.1 49.4 36.0 3.4 ― 

50歳代 N=238 57.1 18.9 75.2 28.2 43.3 31.9 2.1 2.1 

60歳代 N=238 44.5 20.6 64.7 23.5 40.3 21.4 1.3 2.1 

70歳以上 N=234 44.9 14.5 55.1 15.8 34.2 13.7 1.3 5.6 

経験あり N=209 49.8 24.4 68.4 34.4 48.3 38.8 5.7 5.7 

経験なし N=891 52.5 18.2 72.1 23.9 42.8 25.7 2.7 2.6 

 
性別でみると，男女とも「適切な相談機関・窓口の周知」が最も高く，女性では７割を超

えている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「適切な相談機関・窓口の周知」が最も高く，30 歳

代から 50 歳代では７割を超えている。また，20 歳代から 50 歳代では「人権侵害への対

処を学ぶ機会の充実」が高くなっている。 

 

人権侵害の経験別でみると，「人権を侵害した者に対する啓発活動の充実」や「人権侵害

への対処を学ぶ機会の充実」については，人権侵害を受けた経験のある人の方が 10 ポイン

ト以上高くなっている。 


